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第1章　序論

1.研究の背景

1)タイ肝吸虫について

肝吸虫は,ヒト,イヌやネコなどの噛乳類を終宿主として胆管に寄生する吸虫の一種である1-4)肝吸虫には,

日本,中国,台湾,韓国,ベトナムを流行地とするシナ肝吸虫(clonorchis sinesis:C.sinesis) ,タイ東北部,ラ

オス中部および南部を流行地とするタイ肝吸虫(Opisthorchis viverini:O.viverrini) ,ロシアと東ヨーロッパを流

行地とするネコ肝吸虫{Opisthorchisfelineus: O. felineus)の3つがある1>2>4'19). O.viverriniの感染者数は,全

世界で900万人と推定されており,流行地であるラオスでは,約200万人の感染者が存在する2,19)

O.viverriniの感染率は,加齢とともに上昇し1, 12,16,17,20)ラオスの流行地では,成人の75%以上が感染して

いる地域があることが報告されている12,21)

O.viverriniのライフサイクルには,淡水産のBithynia属の貝とコイ科の魚の2つの中間宿主が介在する

(図1) 1-4,16,19,22) O.viverriniは,

メタセルカリアが寄生したコイ科の

魚を,加熱しないで生で摂取するこ

とで感染する1,3,4,7,10,12,16,17,23-27)

感染の初期は自覚症状がないが

2,28,29)長期間に渡り,魚を生で摂

取することで感染の強度が増し,

重篤な肝障害,肝硬変,胆管ガン,

肝臓ガンの発生につながることが

明らかにされている5,8,16,24,27-36)

内陸国であるラオスでは,淡水

魚は日常の食生活において貴重

な蛋白源であり,重要な食材となっ

ている37,38)そのため,魚を生で摂

(WHOラオス事務所作成のポスターを筆者が改変)

図1 0.viVerriniのライフサイクル

取することが感染源となるO.viverrini感染は,日常生活と密接に関わる公衆衛生上の問題となっている7,8,27,3

9).国連の統計によれば,ラオスの平均余命は, 1970年に40歳であったが, 2005年には55歳となっている40)

人々の健康状態が改善され,寿命が延びたことで,長期間に渡り,魚を生で摂取することで健康被害につな

がるO.viverrini感染が新たな健康問題として注目されるようになっている.

2) 0.vivernniに関する先行研究と研究課題

これまでにラオスで行われた研究では,各県のO.viverriniU.染の状況5,7-9,ll,12,14,18,19)流行地で捕獲されて

いる魚のメタセルカリアの寄生状況12,41,42)が明らかにされている.南部のサラワン県の農村部で実施された研

究では,トイレを所有していないこと,家長の最終学歴が低いこと,魚を生で摂取する習慣があることがO.viver

nniの感染率を高める要因として報告されている12)また,幼少期からO.viverrini感染が始まっており7,8,9,33)

児童でもその感染率が60%を超えている地域がある43)高い感染率の背景には,幼少期から魚を生で摂取
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することが影響している可能性が指摘されている8,33)食習慣は,幼少期に形成され,幼少期の食物摂取の経

験およびその摂取頻度が,その後の習慣の形成に強い影響を及ぼす44-47)そのため,魚を生で摂取すること

を避け　O.viverrini感染を予防できるような適切な食習慣を形成するためには,学校保健や地域保健活動に

おいて幼少期からO.viverrini感染の予防対策に取り組む必要がある.また,魚の摂取習慣や調理の方法とい

った人間の行動様式とO.viverrin感染との関係を詳細に調査する必要があることが指摘されている2).以下に,

これまでの研究で十分に検討されていない点をまとめた.

・ラオスにおいてO.viverriniの感染源となっている魚の調理法

・日常的な食生活の中でのO.viverrini感染の危険性の高い魚の摂取状況

・児童が魚を生で摂取する習慣とO.viverrini感染との関係

・児童のO.viverrini感染の危険性の高い魚の摂取習慣とO.viverrini感染との関係

・児童のO.viverrini感染や児童が魚を生で摂取する習慣に影響を及ぼす社会・経済的要因

3)0. viverrini感染の対策活動の歴史とその課題

O.viverrini感染の対策活動は,タイでは1951年から開始されており,第1段階(1951-68年)では,投薬に

よる駆虫活動が行われたが　O.viverriniの感染率の低下には至らなかった.第2段階(1968-87年)では,投薬

による駆虫活動と,加熱調理法の実演と加熱調理のための鍋を大規模に配布する予防教育を統合した対策

活動が実施され　O.viverriniの感染率を大幅に下げることに成功した.第3段階(1988年一現在)では　O.vive

rrini感染の対策活動が国家の公衆衛生活動計画(1992-96年)に取り上げられ　O.viverrini感染に対する住

民の認識の向上を目指し, 300万人を超える住民に対する徹底した定期的な駆虫,住民の栄養状態の改善,

そして,トイレの設置が実施された.地域行政,地域住民レベルの協働による活動が効果を挙げ, 1988年に3

4.6%であった感染率は, 1991年には24.1%まで減少した19,25,48)対策活動の課題としては,対象地域住民

の便検査の提出状況が芳しくないこと,予防教育教材の不足および方法論の未確立の問題19)駆虫後の再

感染率が高いこと2,3,49-52)伝統的な行事における魚を生で摂取する習慣の変容は容易ではないこと13,15,48,53,

54)が指摘された.

ラオスにおけるO.viverrini感染の対策活動は, 1989年にラオス保健省とWorld Health Organization(以下,

WHO)の協力により,南部のコーン地域において小学校児童を対象にした住血吸虫感染対策の活動に組み

込まれたのが最初である.コーン地域では,学校や地域の住民代表の協力による大規模な駆虫活動と,予防

教育が実施されO.viverriniの感染率が低下した19)また,中部のカムワン県でもO.viverrini感染の対策活

動が実施された.しかし,投薬による駆虫後の再感染率が極めて高いことから,感染の危険性の高い魚種を

明らかにし,感染の危険性の高い魚の調理法による魚の摂取を避けることが重要であると指摘されている8).

また, 1990年代に改訂された小学校の保健衛生教育の教科書の中で　O.viverrini感染の予防が取り入れら

れている55)しかしながら,マラリアや腸管寄生虫の対策が公衆衛生活動の中心となっており　O.viverrini感

染に対する対策活動は十分に進められていない8)

WHOは　O.viverrini感染対策においては,単に魚を生で摂取することを禁止するのではなく,疫学的根拠

に基づく情報の提示と,社会・経済的,および人類学的な見地をもとに,専門家によって十分に調査,実験さ

れた感染予防のための効果的な魚の調理法や,魚の保存技術が提案されるべきであると指摘している19)
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2.研究の目的

本研究は,児童のO.viverrini感染に関わる要因を明らかにし,ラオス中南部の農村地域における児童の0.

vivernm感染に対する効果的な対策の立案に資することとした.

3.研究の構成

本研究では,児童のO.viverrini感染に関わる要因を明らかにするために,予備調査を行った.予備調査で

は,対象地域における魚の調理法を整理し,メタセルカリアが寄生している魚の中で,頻繁に生で摂取されて

いる魚(以下,リスクフィッシュ)を選出した.その後,本調査(ケースコントロールスタディ)を実施し,ラオス中南

部の農村地域における児童のO.viverrini感染に対する効果的な対策を提案した(図2).

目的:児童のO.viverrini感染に関わる要因を明らかにすること

◆予備調査:対象地域における魚の調理法の整理とリスクフィッシュの選出(第2章)

対象地城の現状を踏まえて

◆本調査(ケースコントロールスタディ) (第3章)

1)社会・経済的状況
2)魚の入手状況

3)児童の魚の摂取習慣
4)親が与える影響(魚の摂取習慣, 0.γに関する知識,意識など)

5)児童のリスクフィッシュの摂取習慣

6)児童が魚を生で摂取する習慣(頻度)に影響を及ぼす要因

得られた結果から

1)から5)に関する項目と

児童のO.viverrini感染と

r.|V睦r.

ラオス中南部の児童のO.viverrini感染に対する効果的な対策の提案(第4章)

図2　研究の構成

4.研究対象地域の概要

本研究は,ラオス中南部に位置するサワンナケ-下県のA

郡B地域で実施した(図3中に●で示した).ラオスは,東南

アジアのインドシナ半島にある内陸国である.西部でタイ,北

部でミャンマー,および中国,東部でベトナム,南部でカンボ

ジアとそれぞれ国境を接している38)総人口は592万人, 5

歳未満児の死亡数は205人(対1000人),平均余命は55

歳,初等教育の純就学率は62%である(2005年) ¥ラオス

の気候は,熱帯季節風(モンスーン)気候であり,乾季(5月

から9月)と雨季(10月から4月)がある56). B地域は,サワン

ナケ-ト県の南部に位置する農村地域であり,メコン川支流

のC川に隣接している.地域内には, 6つの村があり, 713世

帯, 4413人(2005年)が居住している,主な生業は,稲作と

C川あるいはその支流からの淡水魚の捕獲,近隣の山か

3
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らの狩猟採集である.主な現金収入は,野菜,家畜,米言また織製品の販売から得ている. 1990年代の後半

から,電気と水道の普及が進んでおり,地域内には小学校が4校と,中学校と高等学校が各1校ずっある57)

また,対象地域では, 2005年頃から, -ルスセンターが設置され,常駐の看護師が6名勤務している.また, 1

0キロ離れた郡都には,入院設備を備えた郡病院がある.

5.倫理的配慮

本研究は,広島大学大学院保健学研究科の倫理委員会によって承認を受けて実施した(承認番号158).

インフォームドコンセントについては,ラオス国立公衆衛生研究所(National Institute of Public Health:以下,

NIOPH)に対しては,インフォームドコンセントの記載を含む研究計画書を提出し,承認を得た.また,対象地

域の村長,住民,および調査の対象者に対しては,調査の目的,想定されうるリスクと便益(調査の実施により

データを得ることでO.viverrini感染に対する効果的な対策の立案が可能になり,住民の健康状態の改善に

寄与すること) ,参加は自由意思であること,いっでも中止できることをラオス語(対象地域で使用されている言

莱)で説明した.その後,村長と面接調査の対象者からは口頭により,ケースコントロールスタディの対象者か

らは署名により同意を得た.

6.データ処理と統計的解析の方法

本研究で実施した調査で得られたデータは, Microsoft Excel 2003を用いて入力し, 2人の作業員による2

重のデータ確認を行った.統計的解析は, SPSS Versionl2.0を使用し,有意水準は, P<0.05とした.

7.調査者および調査結果の信頼性の確保

予備調査の結果,対象地域における識字状況が十分でないことが予測されたため,本研究では,対象者の

自宅での半構造的な面接調盈または質問紙をもとにした面接調査を実施した.質問紙は,先行研究の検

討から得られた情報をもとに,筆者が2005年6月から2007年10月の間(延べ18ケ月間)に対象地域に滞

在し,実施した参与観察の結果を参考に英語で作成した.英語で作成した質問紙は, NIOPHの研究員がラ

オス語に翻訳し,翻訳をした研究員とは別の研究員(2名)がそれぞれ再度英語に翻訳し,翻訳の妥当性を

確認した.その後,対象地域の住民に予備調査を行い,質問方法やラオス語の表現について分かりにくい箇

所を修正した.さらに,調査者(筆者とNIOPHの研究員1名)間で質問と記録の方法が統一されるように, 2

週間かけて質問と記録の方法に関するトレーニングを行った.また,児童の魚の摂取習慣に関する質問は,

予備調査の結果から, ①低学年の子どもから直接質問の回答を得ることが難しく, ②対象となった児童とその

養育者(以下,親)は,ほぼ毎回一緒に食事を摂取しており,親が十分に児童の魚の摂取状況を把握してい

ると考えられ, ③先行研究において,親から得られた子どもの食物の摂取頻度に関する情報の妥当性が認め

られていたため58)対象となった児童の親から回答を得た.リスクフィッシュに関する質問は,各リスクフィッシ

ュを回答者に正確に認識してもらうために,ラオス南部で捕獲される魚が,魚の写真とラオス語名とともに掲載

されている図鑑59),以下,魚の図鑑)を使用し,図鑑に記載されている魚の写真を見せ,魚の種類を確認した

徳,回答を得た.また,調査者および回答者は,対象となった児童のO.viverrini感染の有無については知ら

されていなかった.
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第2章　対象地域における魚の調理法の整理とリスクフィッシュの選出

1.背景と目的

児童のO.viverrini感染に対する効果的な対策を立案するためには,対象地域における魚の調理法とリス

クフィッシュの摂取状況を十分に把握する必要がある.そこで,本章では,対象地域における魚の調理法を整

理し　O.viverriniの感染原因となっている魚の調理方法を同定し,さらに　O.viverriniの感染源であるメタセ

ルカリアが寄生しているコイ科の魚の中で,対象地域において頻繁に生で摂取されている魚をリスクフィッシュ

として選出し,その摂取状況を把握することを目的とした.

2.対象と方法

1)対象地域における魚の調理法の整理

2006年2月にB地域において,魚の調理法に関する半構造的な面接調査と実際の調理の観察を行った.

面接調査は, B地域の村長および女性グループの代表から推薦されたB地域に居住する成人男女各4名

(計8名)を対象とした.各対象者から,実践している魚の調理法の種類,各調理法の材料と調理の手順,およ

び各調理法の特徴(調理に適した魚の種類と調理の機会)について回答を得た.その後,実際に調理をして

もらい,調理の手順をデジタルカメラとデジタルビデオで記録した.その後, wHOの報告(O.viverriniの感染

源となるメタセルカリアを加熱により死滅させるためには, 50℃では5時間, 70℃では30分間, 80℃では5分

間の加熱が必要である)に基づき19)魚の調理法を加熱の方法と加熱の時間の違いにより分類した.

2)リスクフィッシュの選出

2006年3月に, Tpub med」,「Scopus」, 「Web of knowledge」の3つの文献検索サイトを使用し, 「Opisthor

chis」と「Liver fluke」をキーワードとして文献検索を行った.その後　O.viverriniの感染源となるメタセルカリア

が寄生している魚(46種)の中から1,4,12,19,41,42,60-68)魚の図鑑59)に魚の写真,学名,ラオス語名が掲載されて

いる魚(26種)を選出した.また, B地域内の6つの村から住民台帳を利用して無作為に抽出した成人男女を

対象に2つの面接調査を実施し(①は9名, ②は14名), ①乾季(10月から4月)と雨季(5月から9月)のそ

れぞれの時期で,頻繁に摂取している魚の上位5種について, ②上記の26種の魚に関して,生で摂取するこ

とが可能かどうか,主な入手先,鱗と生臭い匂いの有無について回答を得た.その後, ①と②の調査でともに

選出された,頻繁にかつ生で摂取されているコイ科の魚を対象地域におけるリスクフィッシュとして選出した.

3)リスクフイツシテの摂取状況の把握

2006年9月から12月にかけて., B地域に居住する小学校児童の親118名を対象に,各世帯で頻繁に摂

取している魚(乾季と雨季のそれぞれ)と,頻繁に生で摂取している魚(上位5種)について回答を得て,それ

ぞれ上位15種の魚を選出した.予備調査の結果から, 「頻繁」の基準は,月に　-10日(週に2-3日)以上

の摂取とした.尚,頻繁に摂取している魚にづいては,乾季と雨季について回答した人数を平均したデータの

上位15種を選出した.

3.結果

1)対象地域における魚の調理法の整理

対象地域における魚の調理法をwHOの報告に基づき分類すると, ①加熱をしない調理法, ②湯通しによ
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り加熱をする調理法, ③フライパンや鍋を用いて加熱をする調理法, ④加工および保存(発酵および天日干

し)する調理法に分類できた.各調理法の材料と手順,および各調理法の特徴を以下にまとめた(参考資料2).

(》加熱をしない調理法

魚を加熱しないで食べる調理法にはKoi pa dip(コイ・パー・ディップ) (写真1) , Champa dip{チヤム・パ

ー・ディップ), Laap pa dip (ラープ・パー・ディップ)(写真2)の3つの調理法があり, 3つの調理法札ほぼ同

じ材料が使用されていた. Koi pa dipはタイで実践されている加熱をしない調理法であるKoi playコイ・プラ

ー)と調理の材料と手順が類似していた17,69) Koi pa dipとCham pa dipは,魚肉を刺身のように薄切りにす

るため,川から大きな魚(30cm以上)が捕獲された時に好んで食べられていた.またKoi pa dipは,魚肉を

薄切りにする方法以外に,魚の大きさが極めて小さい時(10cm以下)にも魚肉を骨ごと細かくきざんで調理す

る方法もあった. Laap pa dipは,魚の煮汁を加えて量を増やすので,たくさんの人数で食べることができるた

めKoi pa dipよりも頻繁に調理されていた.また,川から採れる鱗のある魚は生臭くなく,加熱をしない調理

に適していると考えられていた70,71)

②券通しにより加熱をする調理法

湯通しにより加熱をする調理法にはLaap sa pa(ラープ・サー・パー)とLaap sut (soy)(ラープ・ソット(ソ

イ))があり,材料はKoi pa dipとほぼ同じであった.これらの調理法では,薄切りにした魚肉を約50℃から8

0℃のお湯で,約30秒間湯通ししていた(写真3). Laap sa paでは,湯通ししたお湯を捨てるのに対し, Laa

p sut (soy)では,湯通ししたお湯をそのままスープとして摂取するため,たくさんの人数で摂取できるため,人

が集まる集会や行事の際に好んで調理されていた.また,湯通しにより加熱する調理法は,鱗や生臭い匂い

の有無を問わず,大型の魚(30cm以上)で小骨が少ない魚種であれば調理が可能であると考えられていた.
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③フライパンや鍋などを用いて加熱をする調理法

フライパンを用いて加熱する調理法には, Koipa dipを加熱

したKoipa souckyコイ・パー・スック) (写真5), Laappa dipを加

熱するLaappa souck作icwa) (ラープ・パー・スック(クワ)) , Cham

pa dipを加熱したChampa souck(チヤム・パー・スック)の3つの

調理法があり,加熱時間は,全て5分間程度であった.また,鍋

や網などを用いて加熱する調理法には, Pingpa (ピン・パー:

焼き魚), Kengpa (ケン・パー:魚のスープ)の他,全部で8種類
写真5 Koipa souck (コイ・パー・スック)

の調理法があったが,全て80℃以上で5分間以上加熱されていた.

④加工および保存(発酵および天日干し)による調理法

魚の加工および保存による調理法には,塩や米を加え発酵させるSom pa{ソム・パー:発酵魚) ,魚が大量

に捕獲できた時に,魚を天日に干し保存するPa yang (パー・ヤン:干し魚)があった.

2)リスクフィッシュの選出

対象地域におけるリスクフィッシュとして選出された魚は, ①Barbodes goninotus(Pa park), ②Cyclocheilich

thys enoplos(Pa chork), ③Esomus metallicus(Pa xiew), ④Hampala dispar(Pa soud), ⑤Mystacoleucus at

ridorsalis(Pa lanag nam), ⑥Oreichthy pawns(Pa xiew), ⑦Osteochilus hasselti(Pa eh thai), ⑧puntioplit

es falcifer(Pa sakang), ⑨puntius brevis(Pa khao)の9種であった(表1,参考資料1).リスクフィッシュは,

川から捕獲され,鱗があり,生臭い匂いがない,大型(30cm以上)または極めて小型(15cm以下)の魚が多か

った.

表1対象地域におけるリスクフィッシュとして選出した魚

学名　　　　　掲載されていた文献の番号(引用参考文献参照　(cm)鱗禁い　入手先
Barbodes gononitus

Cycloche ilichthys en oplos
Esomus metalicus

Hampara dispar

Mystaco le uc us atridorsalis

Oreichthys parvus smit

Osteochilus hasselti

Pun tioplites falc ifer

Puntitus brevis

41 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　　0　×　　　川

74　　0　×　　　川

7.5　0　×　　川・田

19　60　61 62　63　　　65　66　　33　　0　0　　川・池

64　　　　　　　　　0　×　　　川

12

12

12

12　　41

3　　0　×　　川・田

30　　0　0　　　川

35　　0　×　　　川

12　　0　×　　　川

大きさは,魚の図鑑59)から引用した(過去に捕獲された最大の大きさが記載されていた).鱗は,ありを○,なしを×と表記した.
生臭い匂いは,対象者内で生臭い匂いありと回答された場合を○,されなかった場合を×と表記した.

3)リスクフィッシュの摂取の状況把握

対象地域の住民(世帯)が頻繁に生で摂取している魚の上位15種を表2に示した.頻繁に生で摂取してい

る魚の上位には,コイ科の魚が13種含まれた.また,メタセルカリアが寄生しているリスクフィッシュは, 8種(pu

ntins brevis yl位) , puntioplites falcifer (3位) , Esomus metallicus (4位) , Barbodes goninotus (5位) , Cirrh

inus jullein (5位) , Cyclocheilichthys enoplos {¥2位) , Osteochilus hasselti (同12位) , systomus orpoides (¥

4位))挙げられた.頻繁に生で摂取されている魚の上位15種には　O.viverrini感染源となるメタセルカリアが
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寄生していない魚も5種(Morulius chrysophekadion (1位) ,Cyprius carpiolinneaus (9位) , Oreochromis nil

oticus(10位) , polynemus longipectoralis (11位) )含まれた.

また, puntius brevis {3位) , puntioplites falcifer¥6位) , Esomus metallicus (7位, Barbodes goninotus(8

位) , Cyclocheilichthys enoplos(13位)の5種のリスクフィッシュが,対象地域の住民(世帯)によって頻繁に摂

取されている魚の上位となった.

表2対象地域の住民(世帯)が頻繁に生で摂取している魚の上位15種　*動スクアイツシ上

順位　　　　　　　学名　　　　　　　科名　　　　　　鱗　頻繁な摂取
大きさ　　生臭い

(cm)　匂い

割合
(%)

1　Morulius chrysophekadion

Puntms breVis*

3　Puntioplitesfalcifer*

Esomus metallicus *

5　Barbodesgoninotus*

5　Cirrhinusjulleine*

Labiobarbus leptocheilus

8　Notopterus notopterus

9　Cyprinus carpio linneaus

1 0 Oreochrom is niloticus

ll Polynemus longipectoralis

12　Cyclocheihchthys enoplos*

1 2　　0steochilus hasselti *

1 4　　Cirminus cirrhosus

14　Osteochilus melanopleurus

14　Systomus orphoides*

コイ

コイ

コイ

コイ

コイ

コイ

コイ

ナギナタナマズ

コイ

カワスズメ

ツバメコノシロ

コイ

コイ

コイ

コイ

コイ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

5位
3 f.v:

(, /.′:

7 K/:

8 Or.:

ll

13

15

13

I.',

位

位

位

35

MK

33

20

ti1

40

120

46

27

m

30

99

60

25

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

51.7

45.8

30.5

24.6

19.5

19.5

13.6

8.5

6.8

5.9

4.2

HE

3.4

1.7

m.

1.7

*頻繁に摂取している魚として回答した世帯の割合(n-118)

鱗は,ある場合を○,ない場合を×と表記した.
頻繁な摂取がされていない魚を-と表記した.

大きさは,魚の図鑑59)から引用した(過去に捕獲された最大の大きが記載されていた).

生臭い匂いは,対象者内で生臭い匂いありと回答された場合を○,されなかった場合を×と表記した.

魚の図鑑59)により,ラオス語名と学名が一致できない魚は,回答から除外し,一つのラオス語名に複数の学名がある魚は,
住民に図鑑に掲載されている魚の写真を見せ, B地域で摂取されている魚を選出した.

4.考察

対象地域の住民は,魚の特徴(鱗の有無,生臭い匂いの有無,魚の大きさ等),摂取する人数や状況に応

じて,全部で18種類の調理法を実践していた. wHOの報告に基づき19)それぞれの調理法による魚の摂取

のO.viverrin感染の危険性を検討した結果加熱をしない調理法である, Koipa dip , Laappa dip, Champa

dlbが対象地域において魚を生で摂取する調理法(以下,生調理と表記)であると同定L O.viverrini感染の

危険性が極めて高いと考えた.また,塩や米を加えて魚を発酵させ,長期間保存した場合や魚を乾燥状態で

長期間放置した場合はO.viverrini感染の危険性が極めて低いことから2,72)魚を加工および保存するSom

paやpa yangキ関してはO.viverrini感染の危険性がほとんどない調理法であると考えた.また, Laap sapa

とLaap sut(soy)などの湯通しにより加熱をする調理法(以下,半生調理と表記)は　O.viverrini感染の危険性

が低い調理法であると考えた・またKoi pa souck, Laap pa souck仔uwa), Cham pa souckなどフライパンや

鍋により5分間程度かそれ以上加熱する調理法(以下,加熱調理と表記)は　O.viverrini感染の危険性が極

めて低い調理法であると考えた.
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また,対象地域で,メタセルカリアが寄生しているコイ科の魚の中で,頻繁に生で摂取されている魚は9種で

あったことから,対象地域におけるリスクフィッシュの種類は非常に限られていることが推察された.また,面接

調査と文献検討によって,対象地域におけるリスクフィッシュとして選出した9種のリスクフィッシュは,住民(世

帯)が頻繁に摂取している魚,頻繁に生で摂取している魚の上位に含まれたことから, B地域の日常の食生活

において,実際に多くの世帯で,頻繁に生調理で摂取されていることが推察された.また,住民が頻繁に生で

摂取している魚の上位を,対象地域におけるリスクフィッシュとして選出した魚が占めた理由としては,リスクフ

ィッシュが,川から捕獲され,鱗があり生臭い匂いがない,大型または極めて小型であるといった生での摂取に

適した条件を満たしているためであると考えられた. B地域では2000年以降,魚の養殖が急速に普及しており,

頻繁に生調理で摂取する魚として挙げられたCyprius carpiolinneaus, Oreochromis niloticus, Polynemus lo

ngipectoralisなどのメタセルカリアが寄生していない魚が養殖されている.今後,養殖魚が日常的な食生活の

中に普及していくことでO.viverrini感染の危険性の低い魚をより容易に生で摂取できるようになることが期待

できる.

5.結論

対象地域においては,加熱をしない調理法であるKoi pa dip , Laap pa dip, Chain pa dipの3つの調理

法が魚を生で摂取する調理法であると同定した.また,生での摂取に適した魚は,川から捕獲され,鱗があり

生臭い匂いがない,大型または極めて小型の魚であると考えられていることが明らかになった.また,対象地

域において,生で摂取されているリスクフィッシュの種類は限られており,リスクフィッシュが,生での摂取に適し

た条件を満たしているため,日常生活で好んで生で摂取されていることがわかった.また,頻繁に生で摂取さ

れる魚の中に　O.viverrini感染の危険性の低い魚も含まれていたことから,魚を生で摂取をする場合には,感

染の危険性の低い魚を選択することがラオスの伝統的な食文化を配慮したO.viverrini感染の予防対策につ

ながると考えられた.
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第3章児童のO.viγernni感染と魚を生調理で摂取する習慣に影響を及ぼす要因

1.背景と目的

児童のO.viverrini感染には,児童が幼少期から魚を生調理で摂取する習慣が影響している可能性が指摘

されてきた.しかしながら,児童のO.viverrini感染に影響を及ぼす要因やO.viverrini感染の危険性の高い魚

の摂取習慣と児童のO.viverrini感染の関連については,十分に明らかにされていない.児童のO.viverrini

感染対策における優先課題を明らかにするためには,児童が魚を生調理で摂取する習慣に影響を及ぼす要

因を明らかにする必要がある.そこで,本章では,児童のO.viverrini感染に影響を及ぼす要因を明らかにする

とともに,児童のリスクフィッシュの摂取習慣とO.viverrini感染との関係を検討し,対象地域において

O.viverrini感染の危険性の高い魚を明らかにすることを目的とした.さらに,児童が魚を生調理で摂取する習

慣に影響を及ぼす要因を明らかにし,児童のO.viverrini感染対策に対する効果的な方策を検討することを冒

的とした.

2.対象と方法

1)症例対照研究(ケースコントロールスタディ)の対象者の選出

本章では　O.viVerrini虫卵を保有していた児童をケース群(感染群) ,保有していなかった児童をコントロー

ル群(非感染群)とするケースコントロールスタディを実施した.対象者の選出にあたっては, 2004年9月にB

地域に住む730名の小学校児童を対象に,便検査(Kato-Katz法)を実施し, 0.γiverrmi虫卵の保有状況を

調べた43)その後,便検査において,性別や学年が不明であった児童を対象から除外し, 1回目の便検査で,

便20mg中に20個以上の虫卵が検出された児童74名を感染群とした.本研究では,先行研究の分類をもと

に, 20mg中に20個未満(1g中に1000個未満)の虫卵が検出された場合を軽度感染, 1000-9999個を中程

度感染, 10,000個以上を強度感染とし,中程度以上の感染が認められた児童を感染群として選出した.また,

O.viverrini虫卵は,同じ吸虫類であるO.felineusおよびC.sinensisと形状が似通っていることから1,4,22,73,74)

疑陽性と診断される可能性があると考え,対象者をより厳密に選出するために, 1回目の便検査の1週間後に,

2回目の便検査を実施し, 1回目, 2回目ともにO.viverrini虫卵が検出されなかった児童204名を非感染群と

した.最終的に,感染群74名と非感染群204名の間で,居住地域(学校),性別,年齢(学年)をマッチングさ

せることのできた59ペア(男29,女30ペア),計118名の児童とその親118名を調査の対象とした.対象児童

の年齢は5歳から16歳であった.面接調査に回答した親の内訳は,母親が　93.3%(110名),祖母が5.9%(7

名),父親が0.8%(1名)であり,平均年齢は,感染群が42.0±8.4歳,非感染群が40.7±8.4歳であった.

2)面接調査

2006年9月から12月にかけて,対象児童118名とその親に,先行研究12・78~95)を参考に作成した質問紙を

用いた面接調査(以下,面接調査)を実施した.面接調査では,児童が所属する世帯の社会・経済的状況に

関して,同居家族に関する項目(3項目),家財(電気製品)・衛生施設の保有状況に関する項目(4項目),負

の入手状況に関する項目(釣りに行く場所,頻度,養殖魚の有無など6項目),児童の魚の摂取習慣に関する

項目(魚の摂取頻度・摂取の好み,調理法別の摂取経験・摂取頻度・摂取の好み,魚を生で摂取し始めた年

齢など6項目),親が児童のO.viverrini感染に与える影響について,親の魚の摂取習慣に関する項目(5項

冒), O.viverrini感染に関する親の意識,知識,感染経験に関する項目(6項目),および子どもが魚を生調理
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で摂取することに対する親の意識に関する項目(5項目)の計35項目について回答を得た(参考資料3-6).

また,対象地域におけるリスクフィッシュとして選出した9種の魚(Barbodes gonino tus, Cyclocheilichthys eno

plos, Esomus metallicus, Hampala dispar, Mystacoleucus atridorsalis, Oreichthy parvus, Osteochilus hass

elti, Puntioplites falcifer, Puntius brevis)についての児童の調理法別の摂取経験と摂取頻度,および摂取

の好みに関して回答を得た.摂取経験については,過去に一度でも摂取経験がある場合を「経験あり」,一度

も摂取経験がない場合を「経験なし」として回答を得た.ラオスには,乾季と雨季があり,季節によって降水量

や気温が異なるため38・57)魚の捕獲頻度や,魚の摂取頻度も異なると考えた.そのため,釣りに行く頻度,負

の摂取頻度については,季節ごとに,過,月,または年間あたりの目数について回答を得た.また,予備調査

で,リスクフィッシュの共通点として,一年を通して捕獲,摂取されている魚であることが確認された.リスクフィッ

シュに関しては,回答者からより正確なデータを収集するために,調査直前の雨季(2006年5月から9月)の

摂取状況に関して回答を得た.摂取の好みに関しては, 「大好き」, 「好きJ, 「あまり好きではない工「嫌い工

「食べたことがないので分からない」の5つに区分して回答を得た.

3)データの処理と統計的解析

データの処理については,釣りに行く頻度,魚の摂取頻度は,得られた回答を1ケ月あたりの日数に換算し

た後,乾季と雨季を合計し,平均を算出した.家族が釣りに行く頻度の合計日数は,対象児童と同居する家族

が,それぞれの季節で釣りに行った日数を1ケ月あたりに換算した上で,延べ日数を算出した.摂取の好みに

関しては‥ 「食べたことがないので分からない」の回答を除外し, 「大好き」と「好き」を「魚の摂取が好き」に,

「嫌い」と「あまり好きでない」を「魚の摂取が嫌い」に分類した.児童が魚を生で摂取し始めた年齢については,

得られた回答を, 「摂取したことがない」, 「小学校入学以前(6歳以下)」の開始, 「小学校入学以降」の開始の

3つに区分した.また,児童が魚を生で摂取し始めてもよいと親が思っている年齢については,上記の3つの

区分に「中学校入学以降(12歳以上)」の開始を加えた4つに区分した.児童が魚を生調理で摂取することを

継続している期間は,調査時点の児童の年齢と児童が魚を生で摂取し始めた年齢の差から算出した.統計的

解析については,社会・経済的状況に関する項目,児童および親の魚の摂取習慣,リスクフィッシュの摂取習

慣と児童のO.viverrini感染との関係は,対応のある検定(2群の比較はMe Nemar検定,連続変数言順序変

数の比較はWilcoxonの符号付順位検定)を用いて解析した.また,魚の生調理での摂取経験,リスクフィッシ

ュ9種それぞれに関して生調理での摂取経験がある児童のO.viverrini感染の危険性をオッズ比で評価した.

児童の魚の摂取頻度および魚の生調理での摂取頻度とO.viVernni虫卵の保有数との関係,摂取の好み,坐

調理での摂取頻度　O.viverrini虫卵の保有数の関連,児童の魚の摂取習慣に関する各項目間の関連,魚の

摂取習慣に関する児童とその親の関連性についてはSpearmanの順位相関係数を用いて解析した.また,

児童のO.viverrini感染の有無を目的変数とし,面接調査で回答を得た35項目の中で,感染群と非感染群の

間で有意な差が認められた項目と両群のマッチングに使用した居住地域,性別,年齢を説明変数として,多

重ロジスティック回帰分析(尤度比による変数増加法)を実施し,各項目が児童のO.viverrini感染に与える影

響を評価した.また,面接調査で回答を得た35項目の中で,児童の魚の生調理での摂取頻度と有意な相関

が認められた項目を説明変数とし,児童の魚の生調理での摂取頻度を目的変数とした重回帰分析(ステップ

ワイズ法)を行い,各項目が児童の魚の生調理での摂取頻度に与える影響を評価した.
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3.結果

1)社会・経済的状況,魚の入手状況と児童のO.viγernni感染との関係

社会・経済的状況,魚の入手状況に関する項目の中で感染群と非感染群の間で有意な差が認められた項

目を表3に示した.親の年齢,家畜の飼育数や田んぼの所有面積,トイレの保有の有無,水源,家族が釣りに

行く場所,養殖池の有無と養殖魚の数については,両群間で有意な差は認められなかった.

表3　社会・経済的状況,魚の入手状況と児童の0.yiγerrim感染との関係

感染群(n=59)　　　　　非感染群(n=59)
平均値　±　標準偏差　　　　　平均値　±標準偏差

家族の合計人数(人　　　　　　　　　　　　　　8.2　±　3.1　　　　　　　7.3　± 3.2　　　　　0.042

家族の中での男性の人数(人　　　　　　　　　　4.1 ±　2.3　　　　　　　　3.4　± 1.9　　　　　　0.042

親の就学年数(年　　　　　　　　　　　　　　　3.0　±　3.1　　　　　　　4.9　± 4.0　　　　　0.003

バイクの所有台数(台)
携帯電話の所有台数(台)

cD/VCD再生機の所有台数(台)

扇風機の所有台数(台)
冷蔵庫の所有台数(台)

0.5　±　0.6

0.3　±　0.5

0.4　±　0.5

0.7　±0.5

0.6　±0.5

0.6　±0.5

1.6　± 1.1

0.8　±0.4

0. 038

0. 012

家族の中で釣りに行く者の人数(人　　　　　　2.4　±　0.9　　　　　　1.9　± 1.0　　　　　0.006

兄弟が釣りに行く児童の人数(人　　　　　　　　0.5　±　0.5　　　　　　　0.2　± 0.3　　　　　0.012

家族の釣り頻度合計(延べ回数/月　　　　　　　33.9　± 20.3　　　　　　　24.9　±18.6　　　　　0.012

Wilcoxonの符号付順位検定

2)児童の魚の摂取習慣と児童のO.viγernni感染との関係

児童の魚の摂取頻度は,感染群で平均19.5±6.8日!月,非感染群で平均17.5±6.9日/月であり,両群間に

有意な差は認められなかった(p=0.160).また,魚の摂取の好みに関しては,両群間で,有意な差は認められ

ず(p=1.000) ,両群ともに95%の児童が魚の摂取が好きと回答した.児童の魚の調理法別の摂取経験と児童

のO.viverrini感染との関係を表4に示した.感染群の児童は,非感染群に比べて生調理での摂取経験が有

意に多く(p<0.001) ,生調理での摂取経験がある児童のO.viverrini感染の危険性のオッズ比は6.60(95%CI

=2.58-16.89)であった.半生調理および加熱調理での摂取経験については,両群間で有意な差は認められな

かった.また%童の魚の調理法別の摂取頻度と児童のO.viverrini感染との関係を表5に示した.生調理で

の摂取頻度は,感染群の方が,非感染群よりも有意に多かったCp<O.ooi).一方,半生調理および加熱調理

での摂取頻度は,両群間に有意な差は認められなかった.

表4　児童の魚の調理法別の摂取経験と児童のO.viyernni感染との関係

調理法　　感染群=(n=59)非感染群s(n=59)　OR　　　　95%CI　　　　　値
生調理　　　　71.2　　　　　　　23.7　　　　　6.60　　2.58　- 16.8　　<0.001

半生調理　　　　86.4　　　　　　72.9　　　　　2.60　　0.93　-　7.29　　　0.096

加熱調理　　　100　　　　　　100

*摂取経験があると回答した児童の割合(%) Me Nemar検定
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表5児童の魚の調理法別の摂取頻度と児童の0.γivernm感染との関係

I
II.1

感染群(n=59)　　　　非感染群(n=59)

平均　±　標準偏差　　　平均　±　標準偏差

生調理　　　　　　　　5.1 ±　7.1　　　　　　1.2　±　2.7　　　　　　<0.001

半生調理　　　　　　　4.0　±　5.4　　　　　　　3.9　±　5.4　　　　　　　0.498

加熱調理　　　　　　19.2　±　7.2　　　　　　17.4　±　7.0　　　　　　　0.237

Wilcoxonの符号付順位検定　摂取頻度は日/月で表記した.

児童の魚の摂取頻度とO.viverrini虫卵の保有数はわずかに有意な正の相関を認めた(r-0.204, P=0.02

6) (図4).一方,児童の魚の生調理での摂取頻度とO.viverrini虫卵の保有数は有意な正の相関を認めた

(r-0.446, P<0.01) (図5).
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図4児童の魚の摂取頻度とO.viverrini虫卵の保有数

魚を生調理で摂取した経験のある児童が魚

を生で摂取し始めた時期は,両群の間で有意

な差は認められなかった(p=1.000).小学校

入学以前の6歳以下で魚を生で摂取し始め

た児童は,感染群で44.1%(26人),非感染

群で10.2%(6人)であり,感染群の方が,早期

から魚を生で摂取し始めていた(図6).魚の

生での摂取を継続している期間は,感染群
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図5児童の魚の生調理での摂取頻度とO.viverrini虫卵の保有数
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図6　感染状況別の児童が魚を生で摂取し始めた時期

(2.8±3.2年)の方が非感染群(0.9±2.1年)に比べて有意に長かった(p=0.001).魚の調理法別の摂取の好み

に関しては,全ての調理法において両群間で有意な差は認められなかった.

2)親が児童のO.viγernni感染に与える影響

親の魚の摂取頻度は,感染群で19.4±6.8日/月,非感染群で17.5±6.9日/月であり,両群間に有意な差は

認められなかった.親の調理法別の魚の摂取経験と児童のO.viverrini感染との関係を表6に示した.魚の調

理法別の摂取経験は,全ての調理法において,両群間で有意な差は認められなかった.親の調理法別の魚

の摂取頻度と児童のO.viverrini感染との関係を表7に示した.魚の生調理での摂取頻度は,感染群の方が,

非感染群よりも有意に多かった(p<0.001).
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表6親の調理法別の魚の摂取経験と児童のO.viverrini感染との関係

調理法　　　　感染群:(n=59)　　非感染群!(n=59)　OR　　　　95%CI　　　　　値

生調理　　　　　　　89.8　　　　　　　　83.1　　　　　1.67　　0.61　-　4.58　　0.454
半生調理　　　　　　96.6　　　　　　　　91.5　　　　　　2.50　　0.49　　- 12.88　　0.453

加熱調理　　　　　　100　　　　　　　100
*摂取の経験があると回答した親の割合(%) Me Nemar検定

表7親の調理法別の魚の摂取頻度と児童の0.Viverrini感染との関係

調理法 感染群(n=59)　　　　非感染群(n=59)
平均　±　標準偏差　　　　　平均　±　標準偏差

生調理　　　　　　　　　6.9　±　7.4　　　　　　　3.1 ± 3.6　　　　　<0.001

半生調理　　　　　　　　4.2　±　5.4　　　　　　　4.7　± 5.3　　　　　　0.868

加熱調理　　　　　　　19.4　±　6.8　　　　　　17.4　± 6.9　　　　　　0.229

Wilcoxonの符号付順位検定　摂取頻度は日/月で表記した.

魚の摂取の好みに関しては,両群間で有意な差は認められなかった.魚の生調理での摂取の好みに関し

ては,感染群の方が,非感染群に比べて生調理での摂取を好む親が多かった(p=0.007) (図7).半生調理お

よび加熱調理に関しては,両群間で有意な差は認められなかった.

非感 染 群 (n = 59 )
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図7　感染状況別の親の魚の生調理での摂取の好み

また,親自身や児童がO.viverriniに感染していると思う親は,両群ともに20%程度であった　O.viverrini感

染について聞いたことがある親は,両群とも80%を超えていたが,感染源,症状,治療法,予防法を知ってい

る親は,全項目に関して,両群ともに30%以下であり,両群間で有意な差は認められなかった.家族や親戚の

中にO.viverrini感染経験者がいる親は,両群ともに50%程度であり,両群間に有意な差は認められなかった.

O.viverrinHこ関する情報は　80%程度の親が,隣人や地域内に居住する親戚から得ており,感染群の方が情

報源の数が有意に少なかった(p-0.047).また,両群とも70%を超える親が子どもに魚を生で摂取をさせるこ

とをタブーであると考え, 90%を超える親が,子どもが魚を生調理で摂取すると病気になると思うと回答した.千

どもが魚を生で摂取し始めてもよいと親が思う時期は,両群間で有意な差は認められなかった(p-0.406)

4)児童のO.viγernni感染に影響を及ぼす要因

児童のO.viverrini感染と有意な関連性のあった項目を表8に示した.児童のO.viverrini感染と有意な関

連性のあった19項目のうち,因子間に多重共線性が認められた3項目を除外した16項目と感染群と非感染

群のマッチングに使用した,居住地域,性別,年齢を説明変数とし,児童のO.viverrini感染の有無を目的変
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数とした多重ロジスティック回帰分析の結果を表9に示した.その結果,児童が魚の生調理での摂取経験を持

っていることが児童のO.viverrini感染に最も強い影響を及ぼしていた(OR-6.75, 95%CI=2.49-18.35).

表8　児童の0.γivernni感染と有意な関連性のあった項目

児童の0.1ノil′el・1・ini感染と有意な関連性のあった項目　P値　　多重共線性　　　多重ロジスティック回帰分析の説明変数

家族の合計人数　　　　　　　　　　　　　　0.042　　　　　　　　⇒　家族の合計人数

家族の中の男性の人数　　　　　　　　　　　0.042　　　　　　　　⇒　家族の中の男性の人数

母親の就学年数　　　　　　　　　　　　　　0.003　　　　　　　　⇒　母親の就学年数

バイクの所有台数　　　　　　　　　　　　　　0.009　　　r-0.961

バイクの所有の有無　　　　　　　　　　　　　0.072　　　P<0.01
⇒　バイクの所有台数

扇風機の所有台数　　　　　　　　　　　　　0.038　　　　　　　　⇒　扇風機の所有台数

携帯電話の所有台数　　　　　　　　　　　　0.013　　　　　　　　⇒　携帯電話の所有台数

CD/VCD再生機の所有台数　　　　　　　　　0.041　　r-0.996

CD/VCD再生機の所有の有無　　　　　　　　0.038　　　P<0.01
⇒　cD/VCD再生機の所有台数

冷蔵庫の所有台数　　　　　　　　　　　　　　0.012　　　r- 1.000

冷蔵庫の所有の有無　　　　　　　　　　　　　0.021　　P<0.01
⇒　冷蔵庫の所有台数

家族の中で釣りに行く者の人数

家族の釣り頻度合計(延べ回数/月)
兄弟が釣りに行く児童の人数

O.viverriniに関する情報源の数

0. 006

0. 012

0.012

0. 047

⇒　家族の中で釣りに行く者の人数
⇒　家族の釣り頻度合計(延べ回数/月)

⇒　兄弟が釣りに行く児童の数
⇒　O.viverriniに関する情報源の数

児童の魚の生調理での摂取経験　　　　　<0.001
児童の魚の生調理での摂取の継続期間　　　　0.001

親の魚の生調理での摂取頻度　　　　　　　<0.001

親の魚の生調理での摂取の好み　　　　　　　0.007

⇒　児童の魚の生調理での摂取経験
⇒　児童の魚の生調理での摂取の継続期間

⇒　親の魚の生調理での摂取経験

⇒　親の魚の生調理での摂取の好み

*多重共線性(項目間の相関係数が0.9以上)が認められたため除外した項目

表9児童の0.yivernm感染に影響を及ぼす要因

β　　　OR　　　　　　95%CI　　　　　　　値

腰<」>;魚の登ノ謬啓での榊　1.910　　6.75　　　2.49
バイクの所有台数　　　　　　　　-1.277　　0.28　　　　0.12

親の魚の生調理での摂取頻度　　　0.119　1.13　　　1.02

兄弟が釣りに行く児童の数　　　　1.067　　2.91　　1.01

18.35　　　　　　<0.001

0.63　　　　　　0.002

1.25　　　　　　0.020

8.37　　　　　　0.048

多重ロジスティック回帰分析(尤度比による変数増加法)
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5)児童のリスクフィッシュの摂取習慣と児童のO.viγernni感染との関係

(1)児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取経験と児童のO.viverrini感染との関係

児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取経験と児童の0.-nvernm感染との関係を表10に示した.生調理

での摂取経験に関しては, 9種のうち6種(Barbodes goninotus, Cyclocheilichthys enoplos, Hampala dispar,

Oreichthy parvus, Osteochilus hasselti, Puntioplites falcifer) ¥こついて,感染群の児童の方が有意に多く, 0.

viverrim感染の危険性のオッズ比は, Osteochilus hasseltiの生調理での摂取経験のある児童が最も高かった

(OR=17.00, 95%CI=2.26-127.25).一方,半生調理での摂取経験に関しては,リスクフィッシュ全種に関して,

両群間で有意な差を認めず,加熱調理での摂取経験に関しては, Osteochilus hasseltiを除く8種で,両群間

で有意な差を認めなかった.

表10児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取経験と児童の0.yiVerrim感染との関係

㌔ '-¥一調理

学名　　　票霊,*　才票雷　OR　　95%CI　唖
Barbodes goninotus

Cyclocheilichthys enoplos

Esomus metallicus

Hampala dispar

Mystacoleucus atridorsalis

Oreichthy parvus

Osteochilus hasselti

Puntioplites falcifer

Puntius orel)is

49.2

40.7

32.2

30.5

13.6

10.2

28.8

52.5

ll.9

13.6　4.50　1.86

13.6　5.00　1.71

10.2　4.25　1.43

i.5　　4.25　　1.43

10.2　1.40　　0.44

1.7　　6.00　　0.72

1.7　17.00　　2.26

16.9　5.20　　2.00

3.4　3.50　　0.73

10.9

14.63

12.63

12.63

4.41

49.84

127.8

13.54

16.85

<0. 001

0. 002

0.007

0.007

0.774

0.125

<0. 001

<0. 001

B　半生調理

学名　　　　票霊,*　才票雷*　oR
Barbodes goninotus

Cyclocheilichthys enoplos

Esomus metallicus

Hampala dispar

Mystacoleucus atridorsalis

Oreichthy parvus

Osteochilus hasselti

Puntioplites falcifer

Puntius brevis

5.1

13.6

1.7

8.5

1.7

0.0

ME!

ll.9

0.0

3.4　1.50　　0.25

6.8　2.00　　0.60

5.1　0.33　　0.03

3.4　2.50　　0.49

1.7　1.00　　0.06

3.4　　-

0.0　　-

10.2　1.25　　0.34

3.4　　-

9.49　1.000

6.64　　0.388

3.20　　0.625

12.89　　0.453

16.00　1.000

0.500

0.500

4.66　1.000

0.500

C加熱調理

学名　　　　票霊,*　才票　OR　95%CI　用
Barbodes goninotus

Cyclocheilichthys enoplos

Esomus metallicus

Hampala dispar

Mystacoleucus atridorsalis

Oreichthy parvus

Osteochilus hasselti

Puntioplites falcifer

Puntius brevis

74.6

47.5

10.2

52.5

15.3

1.7

40.7

76.3

22.0

64.4　2.00　　0.75

40.7　1.36　　0.62

ll.9　0.83　　0.25

39.0　1.89　　0.84

ll.9　1.71　0.67

3.4　0.50　　0.04

16.9　3.33　1.22

81.4　0.77　　0.34

15.3　　0.83　　0.25

5.33　　0.238

2.97　　0.556

2.73　1.000

4.24　　0.170

4.35　　0.804

5.51　1.000

8.30　　0.011

1.75　　0.678

2.73　　0.503

*摂取した経験があると回答した児童の割合'%) MeNemar検定
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(2)児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取頻度とO.γivernni感染の関係

リスクフィッシュに関する調理法別の摂取頻度と児童のO.viverrini感染の関係を表11に示した.生調理で

の摂取頻度に関しては7種(Barbodes goninotus, Cyclocheilichthys enoplos, Esomus metallicus, Hampala

dispar, Oreichthy parvus, Osteochilus hasselti, Puntioplites falcifer)に関して感染群が,非感染群より摂取

頻度が有意に多かった.また他の2種に関しても,感染群の方が,非感染群より摂取頻度が多かった.一方,

半生調理での摂取頻度に関しては,リスクフィッシュ全種において,感染群と非感染群の間に有意な差を認め

なかった.加熱調理での摂取頻度に関しては, Barbodes goninotusとOsteochilus hasseltiを除く7種に関し

て,感染群と非感染群の間に有意な差を認めなかった.

表11児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取頻度とO.viγernni感染との関係

A　生調理

感染群(n=59)　　　　非感染群(n=59)

平均値　±　標準偏差　　　平均値　±　標準偏差

Barbodes goninotus

CYclocheilichthys enoplos
Esomus metallicus

Hampala dispar

Mystacoleucus atridorsalis

Oreichthy parvus
Osteochilus hasselti

Puntioplites falcifer
Puntius brevis

2.1　±　3.9

0.9　±　2.7

1.3　±　2.9

1.0　±　2.3

0.4　±　1.0

0.1　±　0.7

0.7　±　1.4

3.0　±　6.0

0.3　±　1.3

0.3　　±　0.9

0.2

0.09

0.1

0.2

0.08

0.1

()サ

0.05

±

±

±

±

±

±

±

±

1.0

0.3

0.2

0.5

0.07

0.4

3.0

0.3

SOOWi

0. 003

0.000

0. 001

0.131

0. 041

B　半生調理

感染群(n=59)　　　　非感染群(n=59)
平均値±標準偏差　　　　　平均値±標準偏差

Barbodes goninotus

Cyclocheilichthys enoplos

Esomus metallicus

Hampala dispar

Mystacoleucus atridorsalis

Oreichthy parvus

Osteochilus hasselti

Puntioplites falcifer

Puntius brevis

0.1

0.2

0.001

0.3

0.05

0.0

0.05

0.5

0.0

±　0.7

±　0.9

±　0.01

±　1.5

±　0.4

±　0.0

±　0.4

±　1.8

±　0.0

0.2

0.04

0.04

0.02

0.03

0.02

0.0

0.5

0.08

±　1.2

±　0.2

±　0.2

±　0.1

±　0.3

±　0.08

±　0.0

±　1.7

±　0.5

0.893

0.073

0.144

0.201

0.655

0.180

0.180

1.000

0.180

C　加熱調理

感染群(11=59)　　　　非感染群(n=59)
平均値±標準偏差　　　　　平均値±標準偏差

Barbodes goninotus

Cyclocheilichthys enoplos

Esomus metallicus

Hampala dispar

Mystacoleucus atridorsalis

Oreichthy parvus

Osteochilus hasselti

Puntioplites falcifer

Puntius brevis

3.2　　±　4.4

0.7　　±　1.3

0.9　　±　3.7

1.4　　±　2.5

0.3　　±　1.0

0.01　±　0.09

2.3　　±　5.7

3.9　　±　5.8

0.5　　±　1.4

1.9　　±　2.7

0.5　　±　1.2

0.2　　±　1.0

0.6　　±　1.0

0.1　±　0.3

0.01　±　0.08

0.3　　±　0.7

3.2　　±　4.2

0.2　　±　0.7

0.099

0.346

0.053

0.313

1.000

0. 001

0.285

0.268

Wilcoxonの符号付順位検定　摂取頻度は目/月で表記した.

(3)児童のリスクフィッシュの摂取の好みとO.viyernni感染との関係

児童のリスクフィッシュの摂取の好みとO.viverrini感染との関係を表12に示した.リスクフィッシュ全種に関
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して,感染群の方が非感染群より摂取を好む児童の割合が高く,特に, Barbodes goninotus, Esomus metalli

cus, Osteochilus hasselti, Puntioplites falciferの4種を好むことがO.viverrini感染と有意に関連していた.さ

らに, Osteochilus hasseltiの摂取を好む児童のO.viverrini感染の危険性に対するオッズ比が最も高かった

(OR=8.50, 95%CI=0.03-0.51).

表12児童のリスクフィッシュの摂取の好みとO.yiVernni感染との関係

学名　　　票監;才票慧　OR　95%CI　　-
Barbodes goninotus

Cyclocheilichthys enoplos

Esomus metallicus

Hampala dispar

Mystacoleucus atridorsalis

Oreichthy parvus

Osteochilus hasselti

Puntioplites falcifer

Puntius brevis

86. 4

54.2

47.5

52.5

44.1

30.5

61.0

76.3

50.8

71.2

37.3

22.0

44.1

37.3

8.5

27.1

47. 5

47.5

3.25　　0.10　　　　0.94

1.71　0.23　　　1.48

2.1　　0.16　-　0.78

1.33　　0.35　-　1.59

1.27　　0.36　-　1.73

2.67　　0.10　-　1.41

8.50　　0.03　-　0.51

4.40　　0.09　-　0.6

1.13　　0.45　-　1.74

0. 049

0.359

0. 012

0.571

0.690

0.227

0. 001

0. 002

0.864

*摂取が大好き,好きと回答した児童の割合(%) †Me Nemar検定

(4)児童のリスクフィッシュの摂取の好み,生由理での摂取頻度, 0.yiyernni虫卵の保有数の関連

リスクフィッシュ9種に関して,摂取の好み,生調理での摂取頻度　O.viVernni虫卵の保有数の関連が認め

られたものを表13に示したEsomus metallicus, Osteochilus hasselti, Puntioplites falciferの3種に関しては,

摂取の好みと生調理での摂取頻度および生調理での摂取頻度とO.viverrini虫卵の保有数の双方の間に有

意な正の相関が認められた.

表13児童のリスクフィッシュの摂取の好み,生調理での摂取頻度, 0.γivernni虫卵の保有数の関連

摂取が好き×生調理での摂取頻度　生調理での摂取頻度×虫卵の保有数

相関係数　　　　p値　　　　　相関係数　　　　　p値
Esomus metallicus　　　　　　1 16　　　0.276

Hampala dispar　　　　　　1 1 7

Mystacoleucus atridorsalis　108　　　0.25 1

0reichthy parvus　　　　　　　62

Osteochilus hasselti 1 O6　　　0.292

Puntioplites falcifer 1 1 5　　　0. 3 75　　　　　<0. 001

0.302

0.261

0.285

0.337

0.408

0. 001

0. 004

0.002

<0. 001

<0. 001

Spearmanの順位相関係数　一有意な相関なし

6)児童の魚の摂取習慣についての各項目間の関連

児童の魚の摂取頻度と魚の摂取の好みの問には,有意な相関は認められなかったが,児童の魚の摂取頻

度は,魚の生調理での摂取頻度と有意な正の相関を認めた0=0.213, P-0.020)また,児童の魚の生調理

での摂取頻度は,魚の生調理での摂取を好むことと有意な正の相関を認めた(r=0.404, P-0.001).

7)児童の魚の摂取習慣と親の魚の摂取習慣の関連

魚の摂取頻度は,感染群,非感染群ともに親子の間で強い正の相関を認めた(感染群r=0.931, P<0.001,

非感染群r=1.000, P<0.001).それに対して,魚の生調理での摂取経験は,感染群においてのみ,親子の間

で正の相関を認めた(r=0.529, /><0.001).また,魚の生調理での摂取頻度に関しては,感染群,非感染群とも
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に親子の間で有意な正の相関を認めた(感染群r=0.580, P<0.001,非感染群r=0.497, P<0.001).魚の生調

理での摂取の好みに関しては,感染群,非感染群ともに,親子の間で正の相関を認めた(感染群:r=0.704,

p<0.001,非感染群:r=0.690, P=0.002).一方,半生調理,加熱調理での摂取経験,頻度および好みは,感

染群,非感染群ともに親子の間で有意な相関は認められなかった.

8)児童が魚を生調理で摂取する頻度に影響を及ぼす要因

児童が魚を生調理で摂取する頻度と有意な関連性のあった項目を表14に示した.児童が魚を生調理で摂

取する頻度と有意な関連のあった23項目から,児童が魚を生調理で摂取する頻度と強い関連性を持つと考

えられる児童の魚の生調理での摂取経験と,多重共線性が認められた2つの項目を除外した20項目を説明

変数とし,児童が魚を生調理で摂取する頻度を目的変数とした重回帰分析の結果専門宕親が魚を生調理で

摂取する頻度が,児童が魚を生調理で摂取する頻度を高めることに最も強い影響を及ぼしていた(表15).

表14児童が魚を生調理で摂取する頻度と有意な関連性のあった項目

児童が魚を生調理で摂取する頻度

有意な階志あった項。　n　蒜蒜　prR　孟　　重回帰分析の説明変数

相関　　R ,+　　　多重

対象児童の年齢

家族の中の男性の人数

冷蔵庫の所有台数

家族の中で川に釣りに

行く者の人数

兄弟が釣りに行く児童の数

児童の兄弟の釣りの頻度
魚を子どもに生で摂取させると病

気になると思う親の数

118　　　0.211　　0.022

118　　　0.214　　　0.020

118　　　-0.181　　.049

118　　　0.291　　0.001

118　　　0.232　　0.011

1 18　　　0.243　　0.008

1 18　　　-0.225　　0.014

⇒　対象児童の年齢
⇒.家族の中の男性の人数
⇒　冷蔵庫の所有台数

⇒
家族の中で川に釣りに
行く者の人数

⇒　兄弟が釣りに行く児童の数

⇒　児童の兄弟の釣りの頻度

⇒
魚を子どもに生で摂取させると病

気になると思う親の数

児童の魚の生摂取経験　　　　118　　0.936　<0.001　　　　　⇒　虜膨〕らノ験亦
児童の魚の半生摂取経験　　　118　　0.339　<0.001　　　　　⇒　児童の魚の半生摂取経験
児童の魚の摂取頻度　　　　　　118　　0.213　　0.02

児童の魚の加熱摂取頻度　　　　118　　0.192　　0.038
⇒　児童の魚の摂取頻度

児童の魚の半生摂取頻度

児童の魚の生摂取の好み

児童の魚の半生摂取の好み

児童の魚の加熱摂取の好み

親の魚の生摂取経験

親の魚の半生摂取経験

1 18　　　0.301　　0.001

62　　　0.404　　0.001

99　　　0.251　　0.012

1 18　　-0.289　　0.001

1 18　　　0.352　　<0.001

118　　　0.185　　0.045

⇒　児童の魚の半生摂取頻度

⇒　児童の魚の生摂取の好み

⇒　児童の魚の半生摂取の好み

⇒　児童の魚の加熱摂取の好み

⇒　児童の魚の生摂取経験

⇒　児童の魚の半生摂取経験

親の魚の摂取頻度　　　　　　　118　　0.219　　0.017　　r-0.990

親の魚の加熱摂取頻度　　　　　118　　0.192　　0.038　　P<0.01
⇒　親の魚の摂取頻度

親の魚の生摂取頻度

親の魚の生摂取の好み

親の魚の半生摂取の好み

親の魚の加熱摂取の好み

1 18　　　0.567　　<0.001

104　　　0.282　　0.004

1 18　　　0.276　　0.003

1 18　　-0.245　　0.008

⇒　親の魚の生摂取頻度

⇒　親の魚の生摂取の好み

⇒　親の魚の半生摂取の好み

⇒　親の魚の加熱摂取の好み

摂取の好みは,大好き,好き,あまり好きではない,嫌いの4つに区分したデータを用いた.
生摂取:生調理での摂取,半生摂取:半生調理での摂取,加熱調理:加熱調理での摂取

・多重共線性(項目間の相関係数が0.9以上)が認められたため除外した項目. †Spearmanの順位相関係数

表15児童が魚を生調理で摂取する頻度に影響を及ぼす項目

関連要因(説明変数)　　　　相関係数　標準化係数(β) t p値*

親が魚を生調理で摂取する頻度　　　0.567　　　　0.964　　　　34.022　　　<0.001

児童の魚の生調理での摂取の好み　0.404　　　　0.060　　　　2.119　　　　0.039

*重回帰分析調整済みR2=0.956　n=118
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4.考察

1)社会・経済的状況,魚の入手状況と児童のO.viverrini感染との関係

社会・経済的状況と児童のO.viverrini感染との関係を検討した結果,家族の人数や男性の人数が多いこと,

および家族の中で釣りに行く者の人数が多いこと,家族が頻繁に釣りに行っていることがO.viverrini感染の要

因となっていた.これらの理由としては,魚の入手頻度や経路および家族内での役割分担が影響していると考

えられる.魚を生調理で摂取するためには,新鮮な魚を入手する必要があるが,対象地域においては,近隣

の川や池に釣りに行くことが主要な魚の入手経路となっている.また,魚の捕獲は,主に男性の仕事となって

いるため,家族の中の男性の人数が多いほど,家族の中で釣りに行く者の人数が多くなり,多くの魚を入手す

ることが可能になる.また,家族の人数が多いほど,家事や子育てを分担できるため,頻繁に漁労活動を行うこ

とが可能になる.それらの結果,多くの新鮮な魚をより頻繁に入手することが可能となり,魚を生調理で摂取す

る機会が増えるため　O.viverrini感染の危険性が増すと考えられる.また,母親の就学年数が短いことがO.vi

Vernm感染の危険性を高める要因となっていた.先行研究においても,家長の最終学歴の低さは　O.viverrin

i感染の危険性を高める要因として報告されていた12)同様に,腸管寄生虫感染の危険性を高める要因として

も,数多くの研究で報告されているため80,82,83,87・96,97)今後,母親の就学年数の短さが児童の0.Viverrim感染

に及ぼす理由を検討する必要がある.また,バイク,携帯電話,冷蔵庫などの十分な現金収入がないと購入で

きない物品の所有台数が少ないことが,児童のO.viverrini感染と有意な関係を認めた.その理由としては,現

金収入の多い世帯は,市場で売られる加熱調理済みの魚や,肉類を入手することができるため,魚を生調理

で摂取する機会が少ないのではないかと考えられた.世帯が所有する家財(電化製品等)や現金収入が少な

いことは,腸管寄生虫等の感染の危険性を高める要因としても指摘されており84,85,87,96-98) O.viverrini感染に

関しても,感染の危険性を高める要因の一つとなった.

2)児童の魚の摂取習慣と児童のO.viverrini感染との関係

対象地域の児童は,魚を頻繁に摂取していたが,その頻度に感染群と非感染群の間で有意な差が認めら

れなかったことから,魚を頻繁に摂取することが児童のO.viverrini感染に及ぼす影響は弱いことが確認された.

一方,生調理での摂取に関しては,経験,頻度ともに,感染群の方が非感染群に比べて有意に多く,先行研

究の指摘通り,児童のO.viverrini感染に強い影響を及ぼしていることが確認された.また,魚の摂取頻度とO.

vivernni虫卵の保有数の間にわずかな正の相関が確認されたのに対して,魚の生調理での摂取頻度とO.viv

ernni虫卵の保有数の間には,中程度の正の相関が認められたことから,魚を頻繁に生調理で摂取することに

より　O.viverrini虫卵の保有数が増加することが示された.また,半生調理,加熱調理での魚の摂取経験や摂

取頻度は,感染群と非感染群の間で有意な差が認められなかったことから,対象地域においては,これらの調

理法によるO.viverrini感染の危険性は低いことが推察される.また,その理由として, WHOが,メタセルカリア

を死滅させるためには,加熱,酢漬け,塩漬けなどが有効であると報告しており19)本調査において観察され

た湯通しやフライパンでの加熱は,加熱時間は短時間であってもメタセルカリアを死滅させることができる程度

の高温(80℃以上)であったため,メタセルカリアが死滅,または十分に減少したことによって　O.viverrini感染

につながらなかった可能性が考えられる.また,感染群は,非感染群に比べて,より早い時期(小学校入学以

前)から魚を生で摂取し始める傾向が認められたことから,子どもが早期から魚を生で摂取し始めていることが,

対象地域において児童のO.viverrini感染の危険性を高めている要因の一つとなっていることが示唆された.
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幼少期に形成された食習慣は,その後の人生の食習慣に強い影響を及ぼすため44-47)小学校入学以前に魚

を生で摂取し始めている子どもは,その後,長期に渡って魚の生での摂取を継続し　O.viverrini感染の危険

性の高い集団となる可能性が推察された.

子どもの食物の摂取の好みは,幼少期からの摂取経験と,その摂取頻度に影響を受けることが指摘されて

おり89,92-94,99,100)魚の摂取や魚の摂取の好みに関して,感染群と非感染群の間で有意な差が認められなかっ

た理由としては,メコン川の支流域に居住する対象地域の子どもたちは,日常的に魚を摂取することが可能な

環境にあるため,幼少期から魚を頻繁に摂取しており,感染の有無を問わず魚の摂取を好む食習慣が形成さ

れているためであると考えられる.一方,魚の生調理での摂取の好みに関して感染群と非感染の間に有意な

差が認められなかった理由としては,特に,非感染群の児童において,魚の生調理での摂取の経験自体がな

い子どもが多かったため,その好みも分からないと回答した児童が多く,統計解析の対象とならなかったデー

タが多くなったことがその一因であると考える.

3)児童の0.γivernni感染に親が与える影響

感染群の児童の親は,非感染群の児童の親に比べて魚の生調理での摂取を好む傾向があり,魚の生調理

での摂取頻度も高かった.親が魚の生調理での摂取を好むことで,親の魚の生調理での摂取頻度が高くなり,

一緒に食事をする子どもがその影響を受け,頻繁に魚を生調理で摂取し,結果的に,児童がO.viverriniに感

染することが推察された.また　O.viverrini感染に対する親の意識・知識,家族や親戚の感染経験と児童の0.

viverrim感染との間に,両群間で有意な差が認められなかった理由としては,対象地域においては,感染の

有無を問わずO.viverrini感染に関する正しい知識を得ている者が少なく　O.viverrini感染とそれがもたらす

健康被害との関連についても,十分に認知されていないためであると考える.また,多くの親がO.viγernni感

染に関する情報を親戚や隣人から得ていたことから,今後,予防知識を普及させる際にも,既存の情報ネット

ワーク(情報飼)を活用できる可能性が考えられた.また,対象地域では,子どもが魚を生調理で摂取すること

に関する否定的な考えがあるものの,個々の親の考え方には差があり,その差が,児童の0.ViVernni感染に

影響を及ぼしていることが推察された.

4)児童のリスクフィッシュの摂取習慣と児童のO.viverrini感染との関係

児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取習慣に関しては,半生調理や加熱調理に関しては,感染群と非

感染群の間に有意な差が認められなかったが,生調理に関しては,摂取経験(6種)や摂取頻度(7種)に関し

て,両群間で有意な差が認められたことから,リスクフィッシュを頻繁に生調理で摂取することがO.viverrini感

染に強い関連を持つことが明らかになった.児童の魚の摂取の好みについては,両群間に有意な差は認めら

れなかったが,リスクフィッシュの摂取の好みに関しては,全9種に関して,感染群の方が非感染群より摂取を

好む児童が多いことが確認され,リスクフィッシュの摂取を好むことがO.viverrini感染につながることが示唆さ

れた.ラオス南部のサラワン県で,実際に魚を採取し,メタセルカリアの寄生状況を確認した研究では, Cycloc

heilichthys enoplos, Oreichthy parvus, Osteochilus hasselti, Puntioplites falciferの4種にメタセルカリアの

寄生が報告されているが12)本調査においても　O.viverrini感染との間に有意な関係が認められたため,これ

らの4種は,ラオス南部および中南部においてO.viverrini感染の危険性の高い魚であることが推察された.

また, 9種のリスクフイIjシュの中では,特に, Esomus metallicus, Osteochilus hasselti, Puntioplites falcifer

の3種を生調理で摂取した経験のある児童のO.viverrini感染の危険性のオッズ比が高かったが,その理由と
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しては,これらの3種の魚の大きさや色合いが特徴的であることや捕獲量や味の違いが影響していると考えら

れる.例えば, Esomus metallicusについては,その大きさの好みが影響していることが考えられる.参与観察

では, Esomus metallicusは小型であるため(最大でも7.5cm) ,骨ごと細かく刻んで食べるKoi pa dipとしてよ

く食べられていたが,住民の中には,小ぶりな魚はおいしくないと回答する者もおり,その好みは分かれていた.

Osteochilus hasseltiは,対象地域では,別名「パー・デン(赤い魚)」と呼ばれており,特徴的な色合いと,強い

生臭さを持っていた.子どもの食物摂取には,見た目の色や形状,味や匂いなどが影響することが指摘されて

おり90)特に,魚の生調理での摂取の好みや摂取頻度には,魚の持つ生臭さに対する好みが大きく影響する

と言われている10日04)本調査の結果でも, Osteochilus hasseltiの摂取の好み(感染群:61.0%,非感染群:27.

1%)や生調理での摂取経験(感染群:28.8%,非感染群: 1.7%)について,感染群と非感染群の間で極めて

大きな差が認められた.つまり, Osteochilushasseltiが持つ独特の匂いを厭わない児童は,他のリスクフィッシュ

と同様に生調理で摂取しているが,生臭さや見た目の形状を好まない児童は,その生調理での摂取を避ける

ため,摂取の傾向が二極化することにより, Osteochilus hasseltiを生調理で摂取する習慣を持つ児童のO.viv

errini感染の危険性が高い結果となったことが推察された. puntioplites falciferは,入手のし易さと魚の大きさ

の好みが影響していると考える.対象地域での参与観察と住民への聞き取り調査では, Puntioplites falcifer

は,一年を通して,魚の大きさを問わずよく捕獲され,大型の魚は魚肉が多いため,好んで生で摂取されてお

り,特に雨季になると身に脂がのり,美味な魚であると言われていた.また,小型の魚は,焼き魚などで日常的

に食べられるが,小型の場合は,小骨が多く,小さな子どもにとっては食べにくいと言われていた.本調査の結

果では, Puntioplites falciferの摂取の好みには感染群(76.3%)と非感染群(47.5%)の間で有意な差が認め

られた.先行研究では,子どもが魚介類の摂取を嫌う理由としては,骨があって食べにくいこと,味や匂いが嫌

いなことが挙げられおり101-104)小骨の多い小型の魚に対する好みの差が, puntioplites falciferの摂取の好

みに影響している考えられた.子どもの食選択や摂取頻度において,好みや味は強い関連があることが言わ

れており90,103)上記の3種については,摂取を好むこと,生での頻度頻度および-O.viverrini虫卵の保有数の

間に有意な正の相関が認められており,摂取を好む子どもが,頻繁に魚を生調理で摂取するため,結果として,

O.viverrini感染の危険性が高くなっていることが推察された.

5)児童の魚の摂取習慣についての各項目間の関連

子どもの食物の選択や摂取頻度には,幼少期からの摂取経験と頻度,および子ども自身の好みが反映され

ると言われている89.90.92~95.99,100,103)また,特に魚の生調理での摂取には,魚の頻繁な摂取や好みが影響する

と言われている103)これらの指摘から,魚の摂取頻度と魚の生調理での摂取頻度との間,および魚を生調理

で摂取することの好みと魚の生調理での摂取頻度との間に有意な正の相関が認められた理由として,幼少期

から魚を頻繁に摂取することが,魚を頻繁に生調理で摂取する習慣の形成につながり,また,児童が魚を生調

理で摂取することを好むことで,より頻繁に魚を生調理で摂取するようになることが推察された.

6)児童の魚の摂取習慣と親の魚の摂取習慣の関連

親の食習慣やその好みは,子どもの食習慣や,食の好みに大きな影響を及ぼすことが知られており

47,90,95,105,106)魚の摂取頻度に関しても,親の晴好や,食卓にのぼる頻度などに影響を受けることが報告され

ている103)本調査でもO.viverrin感染の有無に関わらず,親の魚の摂取頻度,魚の生調理での摂取頻度,
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魚の生調理での摂取の好みの3つの項目について,親子の間で有意な正の相関を認めた.これらのことから,

対象地域においては,親が魚を生調理で摂取する習慣が,特に,親の食物の選択に大きな影響を受ける学

童期の子どもが魚を生調理で摂取する習慣の形成に影響を及ぼしていることが推察された.対象地域におい

て,魚の摂取習慣が親子の間で類似している理由としては,参与観察の結果から,日常的に摂取されている

料理の種類が限られており,親子が一緒に食事をする生活様式があることが影響していると考えられた.

7)児童が魚を生調理で摂取する頻度に影響を及ぼす要因

重回帰分析の結果では,親が魚を生調理で摂取する頻度と児童の魚の生調理での摂取の好みが児童が

魚を生調理で摂取する頻度に影響を及ぼしていた.また,有意な説明変数にはならなかったが,家族の中で

川に釣りに行く者の人数,兄弟が釣りに行く児童の数,児童の兄弟の釣りの頻度など魚の入手に関わる項目

と正の相関を認めた.一方,魚を子どもが生調理で摂取すると病気になると思う親の数と冷蔵庫の所有台数は,

児童が魚を生調理で摂取する頻度と有意な有意な負の相関を認めた.これらの結果から,親が魚を生調理で

摂取する習慣が子どもが魚を生調理で摂取する習慣に与える影響は極めて大きいことが推察された.また,

家族が頻繁に漁労活動を行うことで,新鮮な魚を豊富に入手できるようになるため,魚を生調理で摂取する機
l

会が多くなる可能性が示唆された.また,冷蔵庫を保有している世帯は,経済的に豊かであり,肉や野菜など

の他の食物の選択を摂取することが可能である世帯である可能性が考えられた.また,冷蔵庫で,冷凍された

輸入魚を購入し摂取すること,たくさん魚が取れた時に,魚を冷蔵・冷凍保存しておくことが可能になるため,

魚を生調理で摂取する機会が少ない世帯である可能性が考えられた.また,子どもの食物摂取の選択や頻度

は,食物や食事に対する親の考え方が影響すると言われているが47,90,91)本調査においても,頻繁に魚を生

調理で摂取している子どもの親は,子どもが魚を生調理で摂取することで病気になるというフードタブーを信じ

ておらず,親の認識が,子どもが魚を生調理で摂取することに影響を及ぼしていることが示唆された.

8)児童の0.γiyernni感染対策に対する効果的な方策

感染群の子どもたちの多くは小学校入学以前から魚を生で摂取し始めていたことから,子どもたちが将来に

渡りO.viverrini-の感染を避ける適切な食習慣を形成するためには,魚を生調理で摂取する習慣が定着する

前の乳幼児を持つ親への優先的な予防教育の取り組み,および学童期からの予防教育の開始が重要である

と考えられた.また,漁労活動を頻繁に行う世帯がO.viverrini感染の危険性が高い集団となっていたが,これ

らの世帯は,魚を頻繁に捕獲・摂取しているため,魚の特徴や料理法に関する知識も豊富であることが予測さ

れる.そのため,これらの世帯に対する予防活動を優先的に行い,ともにその予防に取り組むことで,世帯が

持つ既存の知識を生かすことが期待される.例えば,これまでの予防活動の課題として挙げられた効果的な

予防教育の教材や方法論の開発,リスクフィッシュの特徴を視覚的に識別できるような教材開発などにその知

識を利用することが期待できると考える.感染症対策においては,感染源,感染経路の遮断と,宿主となる住

民の健康状態の強化が必要である.従来のO.viverrini感染対策では,感染者を駆虫し,感染経路を遮断す

る取り組みが行われてきたが,投薬による駆虫は,投薬後の再感染率が高いこと,巨額の費用が必要となるこ

とが問題となっていた19)そのため,経済水準が低いラオスにおいて40)投薬治療をO.viverrini感染対策の

中心とすることには限界がある.また,感染経路の遮断のために　O.viverriniの中間宿主であるBithynia属の

貝の生息状況を把握する研究が進められてきたが　O.viverrini感染の流行地では, Bithynia属の貝が,広範

囲に渡って生息しており,その根絶には多額の費用がかかること,生態系-の影響を考慮する必要があること
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から, Bithynia属の貝の根絶をO.viverrini感染対策の中心とすることが現実的ではないことが報告されている

53)より実現可能かつ効果的な感染経路の遮断の方法として,トイレを設置し,感染者の糞便からO.viverrini

虫卵が排出されることを防ぐことが指摘されている1.2.48)これらのことから,ラオスにおいてO.viverrini感染の

予防対策を効果的に進めていくためには,地域住民と協働しながら,終宿主となる人間に対する予防教育を

強化していくことが極めて重要であると考える.また,対象地域において　O.viverrini対策に取り組む際には,

対象地域内に配置されている-ルスセンターや,そこに常勤している医療従事者と協力した対策活動の実施

などが効果的であろう.また,ラオス国内では, 2005年度から,国家,および県や郡レベルでの保健と教育の

両分野が連携し,小学校での学校保健政策の全国展開が進められており,小学校教師を対象とした保健衛

生教育の研修なども実施されつつある.今後,対象地域で地域住民の参加により開発したO.viverrini感染予

防教育の教材を,保健衛生教育の研修の機会を利用し,対象地域の近隣の流行地においても普及させてい

くことも効果的であろう.

5.結論
児童のO.viverrini感染には,児童がリスクフィッシュを生調理で摂取することや親が魚を生調理で摂取する

習慣が与える影響が大きいことから,児童の0.Vivernm感染対策においては,リスクフィッシュとなる魚種とそ

れらを生調理で摂取することの危険性を通知し,リスクフィッシュの加熱摂取を推奨すること,漁労活動を頻繁

に行う住民,生調理で摂取する習慣が定着する前の乳幼児や,小学校児童を持つ親に対する予防教育を強

化すること,学童期からO.viverriniに関する予防教育を開始することなどによりO.viverrini感染に対する意識

と関心を向上させることが効果的であると考えられる。また,魚の特徴や調理法に関する住民の豊富な知識を

活用した予防教育教材や感染源となるメタセルカリアを除去できるような調理法を開発し,地域保健や学校保

健の中で予防教育を実践していくことが課題である。
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第4章結論

1.総括

本研究は,ラオス中南部の農村地域において児童のO.viverrini感染に対する予防活動を効果的に進めて

いくための方策を得るために,児童のO.viverrini感染に関わる要因を明らかにすることを目的とした.以下に

得られた知見をまとめる.

1)対象地域においてO.viverrini感染の危険性が考えられる魚の調理法には,坐,半生(湯通しによる加熱) ,

加熱(5分間程度の加熱)の調理法があり,生調理による魚の摂取が感染の危険性が最も高いと考えられた。

生調理による摂取に適した魚は,川から捕獲され,鱗があり,生臭い匂いがなく,大型または極めて小型の

魚であり,生調理により頻繁に摂取されているリスクフィッシュは9種あることが分かった。

2)児童のO.viverrini感染の有無を目的変数とした多重ロジスティック回帰分析の結果では,児童が魚の生調

理による摂取の経験を持っていること,現金収入の多寡を示すバイクの所有台数が少ないこと,親が頻繁に

魚を生調理により摂取することが影響を及ぼしていた.また,感染群の方が,家族の中で釣りに行く者の人

数や家族の釣りの頻度(延べ回数/月)の合計が有意に多かった.

3)児童のリスクフィッシュの摂取習慣(頻度)については,半生調理や加熱調理に関しては,感染群と非感染

群の間に有意な差が認められなかったが,生調理での摂取頻度に関しては, 9種中7種について,感染群

の生調理での摂取頻度が有意に多かったことから,リスクフィッシュを生調理で摂取することが,児童のO.vi

vernni感染に強い関連を持つことが明らかになった。

4)児童が魚を生調理で摂取する頻度を目的変数とした重回帰分析の結果では,親が魚を頻繁に生調理によ

り摂取すること,および児童が魚の生調理による摂取を好むことが影響を及ぼしていた0

2.児童のO.viyernni感染に対する予防対策を効果的に実施するための具体策の提案

児童の0.Vivernm感染には,児童がリスクフィッシュを生調理で摂取することや親が魚を生調理で摂取する

習慣が与える影響が大きいことから,児童のO.viverrini感染対策においては,リスクフィッシュとなる魚種とそ

れらを生調理で摂取することの危険性を通知し,リスクフィッシュの加熱摂取を推奨すること,漁労活動を頻繁

に行う住民や生調理で摂取する習慣が定着する前の乳幼児,および小学校児童を持つ親_に対する予防教育

を強化すること,学童期からO.vhノernniに関する予防教育を開始することなどによりO.viverrini感染に対する

意識と関心を向上させることが効果的であると考えられる。

3.研究の限界と今後の課題

本研究では,文献と対象地域での聞き取り調査から得た情報により,リスクフィッシュを定義したが,メコン川

流域の魚には,未だ学名が特定されてない魚も多く,一つの学名に複数のラオス語名が分類されていることや

地方により使用するラオス語名が多様であることなどから,学名とラオス語名の一致を行うことが困難であるた

め,今後は,対象地域において魚を採取し,リスクフィッシュとなる魚種を特定していく必要がある.また,魚の

特徴や調理法に関する住民の豊富な知識を活用した予防教育教材や感染源となるメタセルカリアを除去でき

るような調理法を開発し,地域保健や学校保健の中で予防教育を実践していくことが課題である0
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参考資料1対象地域における魚の調理法(一部抜粋)

①加熱をしない調理法(感染の危険性が極めて高い魚の調理法)

調理法　材料　　　調理の手順　　　　票温)調理の条件と特徴

魚　　　讐聖上レモンの絞具材注)と混ぜる
レモン　　　　ぎ,皮を

num. pack]一　　※

り汁を加
Koipadip雷荒米をigi芸穿妻芽葦唐30-40

ftffl

Champadip砕いたもの

padec*

味の素㊤ 魚肉をすり

ネギ　　　魚肉を鉢の中に

Laappadipコリアンダー　細かく　入れ,魚の具材注)と混ぜる.

アカ蟻　　　潰す　煮汁を加

ニンニク　　　　　　ぇる

50-60

分間

(加熱なし)

鱗,

小骨,

生臭い匂
いのない

i;i .,,-."JI"i'

可能

大型の魚

(30cm以

上)が調理

に適してい

る※

大小の魚で
調理が可
舵.多
人数で摂取
が可能

②湯通しにより加熱をする調理法(感染の危険性が低い魚の調理法)

調理法　材料　　　調理の手順　　　　需品)調理の条件と特徴
魚

Laap sa pa dec*

Pa　　唐辛子

妙った白米を

砕いたもの

,～～" h‥一numpackj
=　　　　　　　　　ーJ

Laap sut味の素㊤
(soy)

ネギ

コリアンダー

皮をはぎ,

魚肉を1c

m大に切る

鱗をそぎ,したお湯を捨てる
魚肉を湯通しし,使用

魚肉を湯通しする

食材注)と　60分間

混ぜる　(30秒間)

鱗,生臭い匂い
の有無は問わ
ない.小骨のな
い魚が調理可
能.大型の魚
(30.tm以上)が多人数で摂
調理に適してい取が可能
る

③フライパンや鍋を用いて加熱をする調理法(感染の危険性が極めて低い魚の調理法)

調理法　材料　　　調理の手順　　　器器温)調理の条件と特徴
魚　　　　　鱗をそ

Koipa　レモン　　　ぎ,皮
レモンの絞

・・,,言人.i.;.∴　〕∴~　Il・

妙った白米を魚肉を

異材注)と混ぜる.

え,水気をネギ,コリアンダーを

Champa

souck蒜蒜冒芸Ic恵慧嵩望芸padec*品
£adec*

umpackf※⑧でたれを作る
味の素⑧ 魚肉をすり具材注)と混ぜる.

Laappaネギ　　　魚肉を鉢の中に
souck　コリアンダーア細かく　入れ,魚の

(kuwa)カアリ　　　　潰す　煮汁を加え
ニンニク　　　　　　る

30-40

フライ　分間　鱗,

パンを(5分間)小骨,

生臭い匂
いのない

魚が調理
50-60　可能

分間
(5分間)

*pa dec(パー・デック) =魚から作る調味料107) fnwmpack:菜の花から作る調味料
(注padec,唐辛子, numpack,妙った白米を砕いたもの,味の素⑧,ネギ,コリアンダー,アカアリ
※魚の大きさが極めて小さい時(10cm以下)は,骨ごと刻んで食べる場合がある.

上記の全ての調理法は,調理後すぐに食べられていた.
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参考資料3質問紙の内容

●同居家族に関する項目(3項目1

1同居家族の情報(続柄,年齢,性別,人数)

●家財(電気製品等)・衛生施設の保有状況(4項目

4家財(電化製品) (12項目)の所有台数

5家畜(6項目)の飼育数,田んぼの所有面積

●魚の入手状況に関する項目(6項目)

8魚の入手(釣りに行く)場所

9家族内で釣りに行っている人

10家族が釣りに行く頻度

●児童の魚の摂取習慣に関する項目(6項目1

14児童の魚の摂取頻度

15児童の魚の摂取の好み

16児童の魚の調理法別の摂取経験

●親の魚の摂取習慣に関する項目(5項目1

20親の魚の摂取頻度

21親の魚の摂取の好み

2児童の親の年齢　　3児童の親の就学年数

6トイレの所有の有無

7水源の種類

11養殖池の有無

12養殖魚の摂取頻度

13養殖魚の数

17児童が魚を生で摂取し始めた年齢

18児童の魚の調理法別の摂取頻度

19児童の魚の調理法別の摂取の好み

23親の魚の調理法別の摂取頻度

24親の魚の調理法別の摂取の好み

㌶親の魚の調理法別の摂取経験

90.viverrini感染に関する親の意識,知識,感染経験に関する項目(6項目1

25親(自分)がO.viverriniに感染していると思うか　　　　　280.viverrini感染について蘭いたことがあるか

26子どもがO.viverriniこ感染していると思うか　　　　　　29感染源,症状,治療浩,予防法を知っているか

27家族や親戚の中のO.viverrini感染経験者の有無　　　　300.viverrini感染についての情報源

●子どもの魚を生調理で摂取することに対する親の意識に関する項目(5項目1

31子どもが魚を生調理で摂取することはカラム(タブー)であると聞いたことがあるか(32日分自身が思うか)

33子どもが魚を生調理で摂取することで病気になると聞いたことがあるか(34日分自身が思うか)

35子どもは何歳から魚を生で摂取し始めて良いと思うか

質問項目の選出にあたっては, B地域において, ⑳2006年2月に19歳から39歳の成人女性74.名を対

象に実施した魚の摂取および調理に関する聞き取り調査と, ⑳2006年3月に子ども(小学校児童)とその養育

者(以下,親)に対して実施した聞き取り調査と参与観察の結果を参考にした.調査⑬では,健康行動に関す

るモデルである-ルスビリーフモデル75)保健行動の包括的説明モデル76)プリシード・プロシードモデル(敬

育/組織診断77)を参考として理論的枠組みを構築した後O.viverrini感染に影響を及ぼす項目(魚の摂取習

慣,衛生施設の保有状況,家長の最終学歴とO.viverrinHこ関する知識12)寄生虫感染に影響を及ぼす項

冒(経済水準,衛生施設の保有状況,就学年数など¥78-8　さらに,子どもの食物摂取の選択や摂取頻度に

影響を及ぼす項目(年齢,性別i民族,子ども自身の好み,親の好み,親の摂取頻度,親の食物に対する価

値観,親の教育レベル,経済水準,食物の入手のしやすさ,見た目,味など89-95)について回答を得た.調査

⑳の結果からは,対象地域では,子どもが魚を生調理で摂取することに関するラードタブー(子どもは魚を生

で摂取してはいけない,食べさせると病気になる)があること,調査⑮の結果からは, B地域内の魚の入手法と

しては,川や池から自分で捕獲してくることが中心であるが,近年,魚の養殖が普及しつつあり,養殖されてい

る魚は　O.viverrini感染の危険性が低い魚種であること, B地域内では稲作・狩猟採集により生計を営む世帯

が多いため,経済水準を示す指標としては,現金収入よりも,家庭内の家財(電気製品等)の所有状況が適当

であることなどの示唆が得られた.
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参考資料4　質問紙1 (魚の摂取習慣)

Quesfionnan℃: 1

Date ′ ′2㈲6

RID: Village: HI刀D: SID: Sex:

Ch止Isname Lao: 瑚 血‥ Age:

M othersname Lao: English: Age:

1. Educational careerfor mother

1 -1.Where did you gradua妃?

2. Food肋　　　(1ry season(
◆About meat

)school (　) year

) ntiny season(

2-l.How often do鍔the childtake ameal out side (Visiting relative's house ) (　　) days parweek/ month/year

2-2. How m肌y days do you eat meat (buffalo/cow) (par lweek or 1 month or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　) yearsago　3.Nevereat

rainyseason 1. ( ) (　　　)days Zstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-3. How many days d∝s the child eat meat (buffalo/cow) ㊥ar lweek or 1 month or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days Zstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

rainyseason 1. ( ) (　　　)days Zstope血ig (　)yearsago　3.Nevereat

24. How many days do you eat cooked meat伽1ぬIo/cow) (par lweek or 1 month or 1 year)?

dyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　) yearsago　3.Nevereat

rainyseason 1. ( ) (　　　)days Zstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-5. How mmy days, does the c姐d eat o由ked meat (buぬIo/cow) (par lweek or 1 month or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (　) yearsago　3.Nevereat

血nyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-6. How many days do you eat uncooked meat ㊥u血io/cow) (par lweek or 1 month or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

rainyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-7. How m皿y days does the child eatun cooked meat (buffalo/cow) (par lweek or 1 month or 1 year )?

dyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago　3.Nevereat

血nyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-8. How manydays do you eatraw meat ㊥uffalo/cow) (par 1 week or lmonth or 1 year)

dryseason 1. ( ) (　　)days 2.stop顛ng (  )yearsago　3.Nevereat
rainyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-9. How many days does your child eat raw meat (bu胤血ow) (1 week or lmonth)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days Zstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

rainyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-10.How much does you like eating meat (buぬIo /cow)?

1. like very much Zlike　　3.don't like so much　　4.don't like　5.nevereat (don tknow)
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2-1 1.How much does the child like eating meat (匝血o /cow)?

1. like verymuch　　2Jike　　3.don't like so much　　4.don't like　5.nevereat (don tknow)

2-12. How much, do you like eating cooked meat'伽1飽Io/cow)? (shin souck )

1. like very much　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don t like　5.nevereat (don tknow)

2-13.How much, does the child like eating cooked rr潤坤uffalo/cow)? (shin souck )

1. like very much Hike　　3.don't like so much　　4.don't like　5.nevereat (don tknow)

2- 14.How much do you like eating un cooked meat(buifalo/cow)?(shin suock dip, samura)

1. like very much　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don't like　　5.never eat (don't know)

2-15.How much does the child like e血ng un cooked meat(buffalo/cow)?(shin su∝k dip,samura)

1. like verymuch　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don t like　5.never eat (don t know)

2-16.How much do you like eating raw meat(buffalo/cow)?(ゐin dip)

1. like verymuch　　2Jike　　3.don't like so much　　4.don'tlike　5.nevereat (don tknow)

2-17.How much d∝s the child like eating raw meat(buffalo/cow)?( shin dip)

1. like verymuch　　2Jike　　3.don't like so much　　4.don't like　5.never eat (don't know)

◆ About丘血　cooked血:h : (Koi-pa souck, Laap- pa souck, Cham-pa souck)

un cooked fish: (Laap- sa pa, Laap- suty(sot)) / raw fsih : (Koi-pa dip, La町pa dip, Cham-pa dip)

2-18. How manydays, do you eat丘sh (par lweek or 1 m0m仕i or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (

rainyseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (

2-19. How many days does the child eat fish (par lweek or 1 month or lyear)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days 2.stope血ng (

miy鑑ason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (

2-20. How many days do you eatcooked丘血(par 1 weekor lm0m仕i or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (

rainyseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (

) yearsago　3.Nevereat

) yearsago　3.Nevereat

) yearsago　3.Nevereat

) yearsago　3.Nevereat

) yearsago　3.Nevereat

) yearsago　3.Nevereat

2-21. How many days d∝s yourchild eatcooked丘血(par 1 week or lmon仕i or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

血ny鑑ason 1. ( ) (　　　)days Zstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-22. How manydays do you eatun cooked fish (par 1 weekor lmonth or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

rainyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)ye甜sag0　3.Nevereat

2-23. How many days d∝s your childeat un cooked丘血(par l weekor lmon血or 1 year)?

dryseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　) yearsago　3.Nevereat

rainyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-24. How many days do you eatraw丘血㊥ar 1 week or lmonth or 1 year

dy鑑ason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

血ny鑑ason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (　)yearsago　3.Nevereat

2-25. How many days does yourchild eatraw fish ㊥ar 1 weekor lmonth or 1 year
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dryseason 1. ( ) (

rainyseason 1. ( )(

)days Zstopeating (

)days 2.stopeating (

) years ago

) years ago

3. Never eat

3. Never eat

2-26.How much do you like eating fish?

1. like very much　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don t like　5.nevereat (don tknow)

2-27.How much do践the child like eating fish?

1. like verymuch　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don'tlike　5.nevereat (don t know)

2-28.How much do you like cooked fish?

1. like verymuch llike　　3.don't like so much　　4.don tlike　5.nevereat

2-29.How much d∝S血e child like cooked fish?

1. like verymuch Hike　　3.don't like so much　　4.don tlike　5.nevereat

2-30.How much do you like un cooked丘sh?

1. like very much　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don'tlike　5.nevereat (don t know)

2-3 1.How much does the child like un oαDked丘dl?

1. like very much　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don'tlike　5.nevereat (don'tknow)

2-32.How much do you like eating iaiw fish?

1. like very much　　2.1ike　　3.don't like so much　　4.don'tlike　5.nevereat (don tknow)

2-33..How much does the child like eating raw fish?

1. like very much　　2Jike　　3.don't like so much　　4.don'tlike　5.nevereat (don'tknow)

4 A舶わeatingrawfish andfishing　　　　□ Kalam means like a indigenous knowledge

4-1. Have you everheard也戚givingraw fish to children is '<Kalam" in Lao?肝No -jump to 4 -3)

4-2.Do you think giving raw丘sh to children is `'Kalam" in Lao?

4-3.Have you everheardthat if child eatraw fish child will get sick?師NO -jump to 4⊥5)

44.Do you think that if child eat raw fish child will get sick?

l. Yes　　2.No

l. Yes　　2.No

l. Yes　　2.No

l.Yes　2.No

4-5.0nwhich ageofchilddidyou startgivingrawfishtothechild? wthchild age l. ( )year 2. nevereat 3.don'tknow

4-6.Howdoyouthinkwhenwillyouable tostatetogiverawfi血tochildren? 1. ( )year　2.don'tgive　3.don'tknow

4-7.Who goes to fishing in your family (multiple answers)?

l.grand mother　2.grand father　　3.housbands　　4.mother(sub)ect s mother)　　5.daughter

7.niece　　　　8.nephew　　　9.uncle 1 0.aunt 1 1.subject(child)  1 2.other (

Where does your血丁血y get fish?

1.river　2. pond　3.small river 4.ricefield　5.raisingpond　6.0仕ぽ(

1.river　2. pond　3.small river 4.血efield　5.血singpond　6.Other(

1.river　2. pond　3.smallriver 4.ricefield　5.血singpond　6.0臨(

4-8. How oftendoesyourbmilygofishing? par 1 week/I month/ lyear

(　　　　　　) W血name who go to fishing

dry醍ason 1. ( )(

rainyseason 1. ( )(

)

dryseason 1. ( ) (

)days /.stopgoing (

)days Zstopgoing (

) yearsago　3.never　4.don'tknow

) yeansago　3.never　4.don'tknow

)days 2.stopgoing (　) yearsago　3.never　4.don'tknow
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rainyseason 1. ( )(

)

dryseason 1. ( ) (

rainyseason 1. ( )(

4-9. How血n dC粘血e child go fishing?

dryseason 1. ( ) (

rainyseason 1. ( )(

)days /.stopgoing (

)days lstopgoing (

)days Zstopgoing (

par 1 week/ 1 month/l year

)days Zstopgoing (

)days 2.stopgoing (

4-101わyou have apond for血Sing丘sh?肝nojump to 4-12)

4-1 1. How many raising fish do you have?

4-1ZHow often do you eatraising fish? (par 1 week/1 month / 1 year)

dryseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (

miy監ason 1. ( ) (　　　)days Zstopeating (

4-13..How o鮎n does your child eatraising fish? (par 1 week/ 1 month /year)

dryseason 1. ( ) (　　　)days lstopeating (

rainyseason 1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (

) yearsago　3.never　4.don'tknow

) years ago

) years ago

) years ago

) years ago

) years ago

) years ago

) years ago

) years ago

5. Basic血糊血如about Opisthorchis viverrini

5-l.Have you ever heard liver fluke (叫sthoichis viverrini)?師NO-jump to 5-10)

5-2.Do you know liver fluke (Opisthorchis viverrinip.醒Nojump to 5-12)

3.never　4.don tknow

3.never　4.don 'tknow

3.never　4.don tknow

3.never　4.don tknow

l.Yes　2.No

about (

3. never eat

3. never eat

3. never eat

3. never eat

l.Yes　2..No

l.Yes　2..No

5-3. What is liver fluke (Opisthorvhis l血n勿l)?

1. liverdisease　　　2. eye disease　　3.skin disease 4. lungs disease 5.other (　) 6. don'tknow

5^.Do you know也e main cause ofO.wyemn/infection? (If No-jump to 5-7 )　　　l. Yes　2..No

5-5.What are m血i causes of O.viverrini 'm血血on? ㈱e answer)
1.eating raw snail

2.eaung raw fish

3.eating raw meat

4.eatog raw vegetable

5. eating raw padec

6. eating raw crab

7.eating raw prawn

8. drinking not clean water

5-6.Do you know the symptom of O.1舶rrinil (TfNojump to 5-9)

9.eating meal without washing hands

l O.bite by mosquito

l Lothen;

l.Yes　2.No

5-7. What is血e symptom of O.viverrini ! (Multiple answer)

1.fever　2.stomachache　3.diarrhea　4.constipation　5.anorexia　6.anemia　7.other(

5-8.Do you know how to treatofO.viverrinil (IfNojump to 5-10)　　　　　　　　　　　l. Yes　　2..No

5-9. How to ti」3fc to 0.viverrini7　　　1. take a medicine 3.injection 4.disinfection 5.other (

5-10,∫)o you know thathow to prevent from infection ofO.vive,〝あ/infection?畔Nojump to 5-12 ) l. Yes　2..No

5-l l.How to prevent from infection of O.1舶rrini infection? (Multiple answ

1.eating cooked snd　　　　　　　5. eating cooked pad∝

2.eating o∝虹:d fish　　　　　　6. eating cooked crab

3.eating cooked meat　　　　　　7.eating cooked prawn

9. eating meal after w誠】i喝hands

lO.use mosquito net

1 1.o血叫　　　)

4.eatmgcooked vegetable　　　　8. drinking clean water

5-12.Wheie did you get information about O.1ノiverriml (M叫血answer)

l. fiomteacher Z fnomVHV　3. fromdoctorornurse (

4.fromTV　　5.frommdo　6.丘Dmpatient　7.hmneighbor

8. bin family m血9. relative 10.other (

5-13.Have you everheard liver disease?師NO-jump to 6-1)
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) Write血eplace

l. Yes　　2.No



5- 14. md you know liver disease?

6. Other

6-l.Do you think that you infected O. viverrini?　　　　　1. Yes　　2.No

6-2.Do you thinkぬ誠your child infected O. viverrini?　　　1. Yes　　2.No

6-3.m) you know someone who was infected O. viverrini in your伝mily or neighbor?

Who?　　　　　　　　　　　)(

6-4.Do you也ink that you infected liver disease?　　　　　l. Yes　　2.No

6-5.Do you think that your child infected liver disease?　　　1. Yes　　2.No

66・抜) you know someone who was infected liver disease in your bmily or neighbor?

Who?　　　(　　　　　　　) (

6-7.Do you have a toilet?

6-8.Do you have a televison?

6-91わyouhave a radio?
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3.don t know

3.don't know

l.Yes

3.don't know

j.don t know

l.Yes

l. Yes

2.No

2.No

)

2.No

2N0

2.No

2.No



参考資料5　質問紙2 (リスクフィッシュの摂取習慣)

Questionnaire^

Date　　　　　　　　　　/ 2006

R D : Village: II旺ID‥ SID‥ Sex:

C hild's nam e Lao二 English: A ge:

M othersnam e Lao: 瑚 ish: A ge:

3. Comsumption oj riskfish (with photo) (during rainy season)

311工byouknow'Pa-sa kang"?(Tf No jumpto3-8)　伽no.72　　　　1.0血iry,yes 2Probably,yes　3.don'tknow
3-2. Hown班Iydaysdoyou eat'Pa-sakang" (1 week: Wor l叫: M or l yeanY)

1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　　) yearsago 3.never　4.d皿`tknow

3-3. How many days dc軍S仕妃child eat 'ra-sa kang" (lwed'or 1 month or 1 year)?

1. ( ) (　　　)days lstopeating (　　) yearsago 3.never　4.don'tknow

34.Usually , How do you ∞oking `Pa-軸"?
a_(

c(

e.(

b.(

d(

£.(

315上bw o触i do you eat 'Pa-sa kang"by following cooking i血od: (1 weel':Wor 1 month :M or i yeanY )

&rawfish(Koi padわi,Laappadip,Champadip)　　　　1. ( ) (　　)days lstopeating (

b.uncookedfish(La坤sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeatmg (

c.cooked鎚i(Koi pasouck,Laappasouck恥iwa),Champasouck) l. ( ) (　)days 2.st呼eating (

3-6How血i does the child eat 'Pa-sa kang"by Mowing ∞oking i威Iod: (1 week :W or 1 moildi M or l yeanY )

araw触(Koi pad垣i,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　　)days lstopeating (

b.uncookedfish(La甲sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeatmg (

crooked触i(Koi pasouck,Laappasouck恥jwa),Champasouck) l. ( ) (　)days 2skjpeatmg (

) years ago 3.never

jyears ago 3.never

)years ago 3.never

) years ago 3.never

jyears ago 3.never

jyears ago 3.never

3+7上Iow much do you like eating 'Pa- saka喝"?　　　l. like v班y m此h 2Jib 3血't like so much 4血't like 5.r-eatdon'tknow

3瑠上bw I-luch d〔活血e child eating 'P舶a血ぜ　　　　1. like very m此h 2」like 3血't like so m此fa 4.don'tlike 5.r- eatdon'tknow

3-9Doyouknow'Pa-弧ud㈱'?(IFNojumpto3-16)血tono9091　　　l.Certainry.yes 2地わけyes　3血'tknow

3-10. Howr瑚Ilydaysdoyou eat 'PかS仇由㈱'(lw∝kor 1 monthor 1 year)?

1. ( ) (　　　)days lstopeating (　　) yearsago 3.never　4血'tknow

3-ll.How manydays does也echild eat '触d ㈱'(lwed'or I n*⊃I血or l y弘I)?

1. ( ) (　　　)days 2叫eating (　　) yearsago 3.neW　4血'tknow

3-12.UsuaEy , How do you c戚Ilg `Pか甜ud ㈱?

a.(

c.

e.(

h. i

d

I.. I

3-13How血i do you eat 'Pa-soud( kang)"by following o由iking metfiod: (1 week :Wor 1 month :M or l yearY )

arawfish(Koi padip,Laappadip,Champac3ip)　　　　l. ( ) (　)days Zstopeating (

b.uncooked丘sh(ロ岬sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.stopeatoig (

crooked蝕(Koi pasouck,Laappasouck匪uwa),Champasouck) l.( ) (　)days 2.s坤eating (
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) years ago 3.never

)y組sag0 3.never

jyearsago 3nevぽ



3-14-How often d∝s the child eat 'Pa-soud(kang)"by following cooking i舶: (1 week :Wor 1 month :M or 1 yearY)
arawfish(KDi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days lstopeating (　)yearsago 3.r℃ver

b.uncooked五血(Laapsapa,Laap叫soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.stopeating (　)yearsago 3.never

c.cooked fish(Koi pasouck,Laappasouck匪uwa),Qiampasouck) l. ( ) (　)days 2.stopeating (  )yeaisago 3.ilLever

3-15How much do you like eating 'Pa- soud ( kang)"?　1. like very much Zlike 3.don't like so n耽h 4.don'tlike 5.never eatdon'tknow

3-16比wmuch doesthechildeadIlg'Pa-soud (kang)"? 1. likeverymiにh Hike ldon't likesomi此h 4.don'tlike 5.nevereatdon'tknow

3-17工b youknow'Pa-phiya "?肝Nojumpto 3- 24)帆,118　　　　　1.Certainty , yes 2肋蝣ably , yes　3.don'tknow

3-18. Howrl協nydays doyou eat 'Pa-praya (lweekor 1 monthor 1 year)?

l. ( ) (　　　)days 2s坤eating (　　) y弧sag03.never　4.don`tknow

3-19. How m肌Iy days d〔芯the child eat `Pa-pbiya"(lw由k or 1 month or 1 year)?

1. ( ) (　　　)days Zstopeating (　　) yearsago 3.never　4.don`tknow

3-20.Usually , How do you cooking `Pa- phiya"?

a.(

C.(

C.(

)

)

)

b.(

d(

工.(

3-21 How血i do you eat `Pa-phiya"by following o∞king me誠iod (l w血:W or 1 month :M or 1 yearY )

a.raw丘sh(Koi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　　)days lstopeatmg (

b.uncooked五血(L坤sapa,I』apsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days zstopeating (

c.cooked fish(Koi pasouck,Laappasouck匪uwa),Champasouck) l. ( ) (　)days zstopeating (

3-22How血dC岱thechild eat'Pa-phiya'Tjy foflowing cooking method (1 wed( :W or 1 month :M or l yeanY )

arawfish(Koi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days lstop劇mg (

b.uncookedfish恥甲sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.stopeating (

c.cooked丘血(Koi pasouck,Laappasouck(kuwa),Champasouck) l. ( ) (　)days 2s幻peatmg (

3-23How much do you like eating 'Pa- phiya"?　　　　L ite very itl艦h 2.1ike 3.don't like so much 4.don't like

3-24How much does血echild eadIlg 'Pa-phiya"?　　l. like ve町much Hike 3.don't like so much 4.don'tlike

) years ago 3.never

Jyeare ago 3.never

jyears ago 3.never

) years ago 3.never

)years ago 3.never

jyears ago 3jiever

5.never由t don tknow

5.nevereatdon t know

3-25工X)youknow"Pa-chod<"? (IfNojunpto 3-32)曲血)川)ぷ　　　　　1.αItair町, yes 2ProbめIy , yes 3.don'tknow

3-26.Howmanydaysdoyou eat 'Pa-cho女"(lwed(or l i血or 1 year)?

l. ( )(　　　)days 2.s叫)由tog (　)yearsago 3.never　4.don'tknow

3-27. How many days does the child eat `pachorinlweek or 1 month or 1 year)?

1. ( )(　　　)days lstopealing (　　河isago 3never　4.don'tknow

3-28.UsuaUy , How do you cooking 'Pa- chork"?

)

)

)

b.(

d(

L(

3-29上bw血i do you eat '<Pa-chork"by following cooking n血止(l wedi :Wor l ir血M or l yeanY )

a.raw丘血(Koi padわ,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　　)days lstopeating (

b.mcookedfish(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.stope盛ng (

crooked丘血(Koi pasouck,Laappasouck(kuwa),Champasouck) l.( ) (　)days 2.stopeating (
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) years ago 3never

jyears ago 3.never

jyears ago 3jiever



3-30,ょlow of由i does the child eat 'Pa-choik"by following cooking rr功Iod: (1 wed( :W or 1 month :M or 1 yearY )

arawfish(Koi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days 2.stopeating (

b.uncookedfish伽apsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeating (

C.∝血lfi血(Koi pasouck,Laappasouck匪uwa),Champasouck) l. ( ) (　)days lstope誠ing (

3-31 How much do you likeeating 'Pa- choric"?　　　1. like very rWh Zlike 3.don't like so much 4.don't like

3-32How much does the child eating `Pa-choiK?　　1. IBョvery much Hike 3.don't like so much 4.don't like

) years ago 3.never

Jyears ago 3.never

Jyears ago 3.nevぽ

5.never eatdon tknow

5.I℃ver eat don't know

3-33工b youknow'軌imi1ig"? (ffNojui叩to 3-40 )曲舶no.281　　　　叫, yes 2Probably , yes 3血tknow

3-34. Howmanydaysdoyou eat `Pa-ning"(lw法衣α 1 n切ithor l year)?

l. ( ) (　　　)days 2叫　　　　　)y功isag03.never　4血'tknow

3-35. How many days d(鶴血e child eat `Pa-ning"(lw<盛or l trotl吐1 α l year)?

l. ( ) (　　　)days 2,画eating (　　輝的ago 3jievぽ　4血'ttonow

3-361太uafly , How do you戚Ilg 'Pa- i血g'?

)

)

)

b.(

d

I.. I

3-37How血i do you eat 'Pa-ning"by Mowing o∞iking method: (1 w鑑k :W or 1 month :M or 1 yeanY)

araw丘sh(Koi padわ,Laappadip,Qiampadip)　　　　l. ( ) (　)days Zstopeating (　)yearsago 3jiever

b.uncookedfish(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeating (　　jyearsago 3.never

c.cooked丘sh(Koi pasouck,Laappasouck(kuwa),Qlampasouck) l.( ) (　)days Zstopeatmg (  )野arsag0 3.never

3-38fbw o触1 d∝s the child eat 'Pa-ning'by following o∝永illg method (1 week :W or 1 month :M or 1 yearY )

a.raw fish(Koi padip,Laappadip.PIampadip)　　　　l. ( ) (　)days lstopeating (　)yearsago 3.nev訂

b.uncookedfish(]レ岬sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeating (　　jyearsago 3.never

c.cooked丘血(Koi pasouck,!皿ppasouck恥iwa),Champasouck) l. ( ) (　)days lstopeating (  )yearsago 3.never

3-39上Iow much do you like eating 'Pa- n吋　　　　　1. like very miL血2.1ike 3.don't likE so miLjch 4.don t like 5.nevereatdon tknow

3-40How much does the child eating 'Pa-ning"?　　　1. like vary much 2Jlike 3.don't lite so much 4.don'tlike　5.i℃vereatdon tknow

341Doyouknow"Pa-eh-flia(印n血khao)"? (ff Nojuirpto 348) photono.120　1.αltan町yes 2Rd)ゐly , yes 3.don'tknow

342. How ir磁ly days do you eat 'Pa- eh- tha(mnockkhao)"(lwedi or 1 month or 1 year )?

1. ( ) (　　　)days lstopeating (　)ye那　　3.never　4.don'tknow

343. How many days does the child eat 'Padi一山a(印Il∝kkhao>"(lwedi or 1 month or 1 year)?

1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yearsago 3.never　4.don'tknow

344-Usually , How do you ∞oking 'Pa- rang"?

)

)

)

l¥ I

d(

工.(

345How often do you eat `Pa-eh thai(Pa-nockkhao)'"by following o戚Ilg I-舶: (l wed':Wor 1 mon吐i M or l year.Y )

a.raw蝕(Koi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days lstopeating (　)yearsago 3.never

b.uncookedfish伽apsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeatag (　)yeaisago 3.never

c.cooked丘血(Koi pasouck,Laappasouck伽uwa),Champasouck) l. ( ) (　)days 2.籾eating (  )yearsago 3.nev(牙

36



3-46How血蝣n does the child eat 'Pa-eh ih;由(nock khao)"by following oのking rld1;od: (1 w鑑k :Wor l n血i M or l yeanY )

araw蝕i(Koi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days 2.stopeating (　)yeasag0 3.never

b.uncookedfish伽坤sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.s的peating (　)yearsago 3.never

c.∝血1触i(Koi pasouck,Laappa弧ICk匪uwa),Champasouck) l. ( ) (　jdays Zstopeating (  )yearsago 3.never

3-47王女)w much do you like eating 'Pa- eh thai(nockkhao) 7　L like vay much 2Jike 3.don't likeso mud- 4.don'tlike 5nevereatclon'tknow

348How much dc岱Ihe child eating 'Pa-di thai (n〔℃　　　　1. 1ikeverymuch 2Jike 3.don't likesomuch 4.dcn'tlike 5jiever誠血'tknow

349工byouknow"Pa-park"? (ifnojui甲to 3- 56) photono.75　　　　l.CQteinry , yes 2Probably, yes 3.don'tknow

3-50. How many days do you eat 'Pa-paric"(l wed( or 1 month or 1 year )?

1. ( ) (　　　　)days Zstopeatmg (　)yeareago 3never　4.don`tknow

3-5 1. How many days does the child eat 'Pa-paik"(lwed( or 1 month or 1 year)?

1. ( ) (　　　　)days lstopeating (　)ye狐ag0 3.never　4.don'tknow

3-52.UsuaUy , How do you omking 'Pa- park"?

)

)

)

l¥

d(

工.(

3-53How o触i do you eat 'Pa-park3¥>y following cooking nt如1(止(l week :W or l mc淵dl :M or l yeanY )

araw丘血(Koi padip,I』appadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days 2s坤eating (　)yearsago 3jiever

b.uncookedfish(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　jdays zstopeaong (　　jyearsago 3.never

crooked丘sh(Koi pasouck,Laappasouck(kuwa),Champasouck) l. ( ) (　jdays 2s坤eating (  )yearsago 3.never

3-54How血does the child eat 'Pa-park5Tjy following cooking m地od: (l w∝k ::Wor 1 month M or 1 yeanY)

araw触i(Koi padip,Iaappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days Zstopeating (　)yearsago 3.never

b.uncookedfish(La坤sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.stopeating (　　jyearsago 3.nevぽ

c.cooked fish(Koi pasouck,Laappasouck(kuwa),Champasouck) l. ( ) (　)days Zstopeating (  )yeamag0 3.never

3-55上Iow much do you likeeatmg 'ra-padc?　　　　1. like vay much 2.1ike 3.don't like so much 4.don'tlike 5.nevereatdon'tknow

3-56HOW much does the child eating 'Pa-p誠　　　　l. like voy m此fa 2.fc 3.don't like so much 4.don'tlike　5.r苫vereatdon'tknow

3-57工わyou know … Pa-langh-nam(kort)'7肝Nojur叩to 4- 64)　　曲曲o no ip l.Certainiy , yes 2Probably , yes 3.don'tknow

3-58. How many days do you eat "Pa-langh-n岬'1W盛or 1 month or 1 year )?
l.( ) (　　　　)days Zstopeating (　)yearsago 3.never　4.don'tknow

3-59. How many days does血e child eat*'Pa-langh-nam(kort)"(lweek or 1 me加i or 1 year)?

l. ( ) (　　　)days 2.s的peating (　)yearsago 3j鮒　4.don'tknow

3載).UsuaUy , How do you cooking" Pa-langh-nam(kort)"?

a.　　　　　　　　　　　　　)　b. (

c.(　　　　　　　　　　　　　　　　d(

e.(　　　　　　　　　　　　　　　£.(

3-olHow c血i do you eat… Pa-langh-nam(kort)''by following o仰iking r威iod (l w鑑k :W or 1 month M or 1 yeanY)

a.raw伝>h(Koi pad垣i,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　　)days Zstopeating (　)yearsago 311ever

b.uncookedfish(La坤sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeating (　)yearsago 3.never

c.cooked丘血(KDi pasouck,Laappasouck(kuwa),Champascuck) l. ( ) (　jdays Zstopeating (　jyearsago 3jiever
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3-62How血i does the child eai亡'Pa-langh-nam(kort)" by following o∞iking rl舶: (1 Wだk :W or 1 month :M or 1 yeanY )

arawfish(Koi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days 2.stopeatmg (　)yearsago 3.never

b.uncookedfish(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.slop血ng (　)yearsago 3.never

c・C血Ifish(Koi pasouck,Laappasouck匪uwa),Champasouck) l. ( ) (　)days Zstopeating (  )yearsago 3.never

363fIowmuch doyou likeeating"Pa-langh-nam(kort)"? 1. 1ikev町nl鵜:h Zlike 3.don't likesonluch 4.don'tlike 5.nevereatdon'tknow

3朝J丑jw much d〔瀧thechM eating= Pa-langh-nam(kort)"? 1. like very rr艦h 2.1ike 3.don't like so much 4.don't like 5.nevereatdon'tknow

3-65Do youknow`Pa-khao(na) Pa-khao mon"? (ifNojumpto 3-72) photo no i氾　1.C血:nry ,yes 2Probably , yes　3.don'tknow

3一価. How many days do you eat `Pa-khao(na) ,Pa-khao mon "(1week or 1 month or 1 year )?

1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　)yeaisago 3jiever　4.don'tknow

3-67. How many days d(鵜thechild eat 'Pa-kh叫Ia) ,Pa-khao mon "(l weel( or 1 month or 1 year)?

1. ( ) (　　　　jdays zstopeating (　)yearsago jjiever　4.don'tknow

3-68.UsuaHy , How do you o叫king `Pa-khao(na) ,Pa-khao mon "?

b.(

d(

工.(

3-69How oflen do you eat 'Pa-kh;叫Ia) Pa-khao mon 'T^y following cooking il舶: (l w∝k :Wor 1 month :M or 1 yeanY )

araw丘血(Koi pachp,LaappadipiPIampadip)　　　　1. ( ) (　　)days Zstopeating (　)yearsago 3iievi訂

b.uncookedfish(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeatmg (　)yearsago 3.never

c.cooked fish(Koi pasouck,Laappasouck匪uwa),Glampasouck) l. ( ) (　)days 2.stopeating (  )yearsago 3.never

3-70此)W血dc塔血e child eat 'Pa-kh叫Ia) JPa-khao rmn "by following cのking methc止(1 W∝k ::W or 1 month :M or 1 yeanY )

a.raw fish(Koi pad垣i,Laappadip,Cliampadip)　　　　l. ( ) (　)days lstopeating (　)yearsago 3.never

b.uncookedfeh(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days lstopeatmg (　)yearsago 3.never

c.cooked五血(Koi pasouck,Laappasouck匪uwa),Champasouck) l. ( ) (　)days 2.s坤eating (　)阿a指ago 3iievぽ

3-71 1丑)w much do you like eating `Pa-khao(na) fa-khao mon "?

1. like verymuch　2.1ike 3.don't like so much 4.don'tlike 5.nevereat don't know

3-72,比)w much does the child eating 'Pa-kh;叫ia) Pa-khao mon `?

1. like verymuch /.like 3.don't like so much 4.don'tlike　5.nevereat don t know

3-73工byouknow'Pa-xiew"?肝Nojumpto 3- 81)曲otono二期　　　　　　　1.Certainty , yes 2Probably , yes　3.don'tknow

3-74. Howmanydays doyou eat 'Pa-xiew"(lwed(or 1 monthor l y鞄r)?

1. ( ) (　　　)days 2.stopeating (　　阿那ago 3nev」訂　4.don`tknow

3-75. How many days doesせ℃ child eat `Pa-xiew"(lweek or 1 month or 1 year)?

1. ( ) (　　　)days lstopeating (　)yearsago 3.never　4.don'tknow

3-76.Us血Iy , How do you cooking 'Pa- xiew"?

)

)

)

¥¥

d(

I.. I

3-77月。W血n do you eat `Pa-xiew't>y iollowing cooking method: (1 wed( :Wor 1 month :M or 1 yeanY )

araw丘血(Koi padip,Laappadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days 2.stopeating (　)yearsago 3.never

b.uncooked血:h(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.stopeatmg (　)yearsago 3.never

c.cooked fish(Koi pasouck,Laappasouck恥jwa),Qiampasouck) l.( ) (　)days Zstopeating (  )yearsago 3.never
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3-78王fow often does the child eat Ta-xiew"by following cooking msthod: (1 w巴k :W or 1 month :M or 1 yeanY )

arawfish(Koi padip,I威ppadip,Champadip)　　　　l. ( ) (　)days lstopeating (

b.uncooked丘sh(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　)days 2.stop醐ing (

c.cooked fish(Koi pasouck,Laappasouck恥uwa),Champasouck) l. ( ) (　)days lstopeating (

) years ago 3Jiever

jyears ago 3.nevET

jyears ago 3jievぽ

3-79How much do you likeeating 'Pa- xiew"?　　　　1. like very much 2Jlite 3.don't like so much 4.don't]ike 5.never eat don't know

31細How mmd dKS血e child血Ig `Pa-xiew"?　　　l. Iike very mi此h Hike 3.don't like so nl肥h 4.don't like　5.nevereat血n'tknow

3-81工byouknow'戦i-xiew"?肝Nojur叩end) photono.83　　　　　　　1.Certainty , yes 2棚ty. yes 3血'tknow

3-82. Howmanydays do you eat 'Pa-xiew"(lweekα 1 Ilx>nthα l year)?

l. ( ) (　　　)days 2叫eating (　)yearsago 3.never　4.don'tknow

3-83. Howit協nydays dc活thechild eat 'Pa-xiew"(lw鑑kor l m;⊃血α 1両?

!・( ) (　　　)days 2叫飽血g (　)㌍甜isag03.nev(ヨ　4.dm'tknow

3-糾.Usually , How do you威喝`Pa- xiew"?

)

)

)

b.(

d

f.. (

3-85fbw o触i do you eat 'Pa-xiew"by following cooking汀℃dlCd (1 w配k :Wor 1 month :M or 1 yeanY)

amwfish(Koi padip,Laappadip,Qiampadip)　　　　l. ( ) (　)days 2.stop醜ing (

b.uncooked血;h(Laapsapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　　)days 2.si的peating (

crooked丘血(Koi pasouck,Laappasouck恥iwa),Champasouck) l. ( ) (　)days 2s坤eating (

) years, ago 3.never

Jyears ago 3.nevぽ

jyears ago 3.neve汀

3-86How often da誤 the child eat 'Pa-khao(na) ,Pa-khao man "by following cooking methc止(l wed':W or 1 month :M or 1 yeanY )

araw蝕(Koi padip,I皿pPadわi,Champac軸　　　　　l. ( ) (　)days 2.stopeating (　)yearsago 3.never

b.uncooked丘血牡a甲sapa,Laapsut(soy)　　　　　　l.( ) (　)days 2.s坤eating (　)yearsago 3.never

c.cooked fish(Koi pasouck,I』appasouck恥jwa),Champa弧ick) l. ( ) (　)days 2.s坤ea血ig (  )yearsago 3.never

3-87J丑3W much do you likeeating `Pa- xiew"?　　　　l. like very rratxh 2.1ike 3.don't like so much 4.don'tlike 5.never eatdon'tknow

3-88上Iow much dc岱thechild血Ilg 'Pa-xiew"?　　　1. like vsy much llike 3.don't like so much 4.don'tlike　5.never eatdon'tknow
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参考資料6　質問紙3 (経済・衛生状況調査)

Information about subject (economic and hygiene situation)

RID :　　　　　　　　　　　　Village :

Name of children:　　　　　　　　　Name of mother:

Do your family have following objects :

1. car

2. motor bike

3. bicycle

4. farm vehicle with engine

5. television

6. radio

7. fan

8. telephone (fix)

9. telephone(mobile)

10. CD

l l.refngirator

12. raise chicken

13. raise pig

14. raise buffalo

15.raise duck

lo.raise goat

17.raise cow

1 8.rice field

19.a place to grow vegetable

20.toilet

21.electric well

22.pump water

23.tap water

24.mosquito net

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes fYes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes fYes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

1　Yes if Yes No.

40

If Yes ha

If Yes ha

If Yes year

If Yes year

If Yes year

If Yes year

If Yes year

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No

2　　　No



I-1 ,J　　　蝣蝣.

図の一覧

図　　　0.viverriniのライフサイクル

図2　　研究の構成

図3　　ラオスの地図と対象地域の場所

図4　　児童の魚の摂取頻度とO.viverrini虫卵の保有数

図5　　児童の魚の生調理での摂取頻度とO.Vivernni虫卵の保有数

図6　　感染の状況別の児童が魚を生で摂取し始めた時期

図7　　感染の状況別の親の魚の生調理での摂取の好み

表の一覧

表1　対象地域におけるリスクフィッシュとして同定した魚

表2　　対象地域の住民(世帯)が頻繁に生で摂取している魚の上位15種

表3　　社会・経済的状況,魚の入手状況と児童のO.viverrini感染との関係

表4　　児童の調理法別の魚の摂取経験と児童のO.viverrini感染との関係

表5　　児童の調理法別の魚の摂取頻度と児童のO.viverrini感染との関係

表6　　親の調理法別の魚の摂取経験と児童のO.viverrini感染との関係

表7　　親の調理法別の魚の摂取頻度と児童のO.viverrini感染との関係

表8　　児童のO.viverrini感染と有意な関連性のあった項目

表9　　児童のO.viVernni感染に影響を及ぼす要因

表10　児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取経験と児童のO.viverrini感染との関係

表11　児童のリスクフィッシュの調理法別の摂取頻度と児童の0.ViVernni感染との関係

表12　児童のリスクフィッシュの摂取の好みと児童のO.viverrini感染との関係

表13　リスクフィッシュの摂取の好み,生調理での摂取頻度　O.viverrini虫卵の保有数の関連

表14　児童の魚を生調理で摂取する頻度と有意な関連性のあった項目

表15　児童の魚を生調理で摂取する頻度に影響を及ぼす項目

写真の一覧

写真1 Koipadip(コイ・パー・ディップ)

写真2　Laappadip (ラープ・パー・ディップ)

写真3　湯通しされる魚肉

写真4　Laap sut(soy)(ラープ・ソット(ソイ))

写真5　Koipasouck (コイ・パー・スック)
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